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要 約 

 

ピリジンカルボキシアミド系の殺虫剤「フロニカミド」（CAS No. 158062-67-0）

について、各種資料を用いて食品健康影響評価を実施した。なお、今回、動物体内運

命試験（ヤギ及びニワトリ）、作物残留試験（未成熟とうもろこし、こんにゃく等）、

免疫毒性試験（マウス）の成績等が新たに提出された。 

評価に用いた試験成績は、動物体内運命（ラット、ヤギ及びニワトリ）、植物体内

運命（小麦、ばれいしょ等）、作物等残留、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、

亜急性神経毒性（ラット）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒性/発がん性併合（ラット）、

発がん性（マウス）、2 世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒

性、免疫毒性（マウス）等の試験成績である。 

各種毒性試験結果から、フロニカミド投与による影響は主に肝臓（肝細胞肥大、変

異肝細胞巣等）、腎臓（慢性腎症、近位尿細管空胞化等：ラット）、肺（終末細気管

支上皮細胞過形成/肥大：マウス）及び血液（貧血）に認められた。神経毒性、繁殖能

に対する影響、催奇形性、遺伝毒性及び免疫毒性は認められなかった。 

マウスを用いた発がん性試験において、肺腫瘍の発生頻度増加が認められたが、腫

瘍の発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、評価に当たり閾値を設定すること

は可能であると考えられた。 

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をフロニカミド並びに代謝物 C 及

びE、畜産物中の暴露評価対象物質をフロニカミド並びに代謝物D及びEと設定した。 

各試験で得られた無毒性量のうち最小値は､ラットを用いた 2 年間慢性毒性/発がん

性併合試験の 7.32 mg/kg 体重/日であったことから、これを根拠として、安全係数 100

で除した 0.073 mg/kg 体重/日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。 

フロニカミドの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響に対する無毒性

量のうち最小値は、ラットを用いた発生毒性試験の 100 mg/kg 体重/日であり、認めら

れた所見は母動物に毒性影響が認められる用量における頚肋骨の発現頻度増加であっ

たが、その発現頻度の増加が著しいこと、及び母毒性は重篤でなく、発生毒性が母毒

性に起因するとは考えられなかったことから、妊婦又は妊娠している可能性のある女

性に対する急性参照用量（ARfD）は、これを根拠として、安全係数 100で除した 1 mg/kg

体重と設定した。また、一般の集団に対しては、ラットを用いた急性神経毒性試験の

無毒性量である 300 mg/kg 体重を根拠として、安全係数 100 で除した 3 mg/kg 体重を 

ARfD と設定した。 
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Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．用途 

殺虫剤 

 

２．有効成分の一般名 

      和名：フロニカミド 

      英名：flonicamid（ISO 名） 

 

３．化学名 

  IUPAC 

      和名：N-シアノメチル-4-(トリフルオロメチル)ニコチンアミド 

      英名：N- cyanomethyl-4-(trifluoromethyl)nicotinamide  

 

  CAS(No. 158062-67-0)  

      和名：N- (シアノメチル)-4-(トリフルオロメチル)-3-ピリジンカルボキサミド 

      英名：N- (cyanomethyl)-4-(trifluoromethyl)-3-pyridinecarboxamide 

 

４．分子式 

C9H6F3N3O 

 

５．分子量 

229.2 

 

６．構造式 

 
 

７．開発の経緯 

フロニカミドは、1994 年に石原産業株式会社により開発されたピリジンカルボキシ

アミド系の殺虫剤であり、アブラムシ類、コナジラミ類等の吸汁性害虫に対し、吸汁行

動を阻害することにより殺虫効果を示す。諸外国では米国、英国等で登録されている。 

国内においては 2006 年 10 月 6 日に初回農薬登録された。今回、農薬取締法に基

づく農薬登録申請（適用拡大：未成熟とうもろこし、こんにゃく等）及びインポー

トトレランス設定の要請（アーモンド、くるみ等）がなされている。 
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要 

各種運命試験［Ⅱ.1～4］は、フロニカミドのピリジン環 3 位の炭素を 14C で標識

したもの（以下「14C-フロニカミド」という。）を用いて実施された。放射能濃度及

び代謝物濃度は、特に断りがない場合は比放射能（質量放射能）からフロニカミド

の濃度（mg/kg 又はg/g）に換算した値として示した。 

代謝物/分解物略称及び検査値等略称は、別紙 1 及び 2 に示されている。 

 

１．動物体内運命試験 

（１）ラット  

① 吸収 

a. 血中濃度推移 

SD ラット（一群雌雄各 5 匹）に 14C-フロニカミドを 2 mg/kg 体重（以下［1.］

において「低用量」という。）又は 400 mg/kg 体重（以下［1.］において「高用

量」という。）で単回経口投与して、血中濃度推移について検討された。 

血漿中薬物動態学的パラメータは表 1 に示されている。 

血漿中放射能の Tmaxは、低用量投与群では 20～40 分、高用量投与群の雌では

20 分～1 時間であった。高用量投与群の雄では、投与後 30 分以内に Cmaxに近い

値に達したが、実際の最高濃度が認められた時間は 2～4 時間であった。（参照 2） 

 

表 1 血漿中薬物動態学的パラメータ 

投与量 2 mg/kg 体重 400 mg/kg 体重 

性別 雄 雌 雄 雌 

Tmax (hr)※ 0.4 0.4 0.9 0.5 

Cmax (g/mL) 2.07 2.11 250 368 

T1/2 (hr) 5.20 4.48 11.6 6.79 

AUC (hr・g/mL) 16.5 14.5 4,320 3,830 
※：Tmaxは薬物動態ソフトウェア“Win Nonlin®”を用いて算出された。 

 

b. 吸収率 

胆汁中排泄試験［1.(1)④b.］で得られた投与後 48 時間の胆汁、尿及びケージ

洗浄液並びに投与 48 時間後のカーカス1中放射能の合計から、吸収率は低用量投

与群で 92.6%～93.0%、高用量投与群で 85.5%～89.8%と算出された。 

 

② 分布 

a. 単回経口投与 

SD ラット（一群雌雄各 3～5 匹）に 14C-フロニカミドを低用量又は高用量で単

                                            
1 組織・臓器を取り除いた残渣のことをカーカスという（以下同じ。）。 
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回経口投与して、体内分布試験が実施された。 

主要臓器及び組織における残留放射能濃度は表 2 に示されている。 

全血中の T1/2は高用量投与群の雄で 10.4 時間、そのほかは 6.1～7.6 時間であっ

た。各組織中の T1/2 も全血中と同程度であり、蓄積性は認められなかった。（参

照 3） 

 

表 2 主要臓器及び組織における残留放射能濃度（μg/g） 

投与量 性別 Tmax付近※ 168 時間後 

2 mg/kg 

体重 

雄 
副腎(5.07)、甲状腺(4.02)、肝臓(2.55)、腎臓(2.35)、脾臓

(2.08)、心臓(2.01)、骨髄(1.92)、全血(1.89) 

全ての組織で

0.06 未満 

雌 

副腎(6.52)、甲状腺(4.26)、卵巣(3.77)、腎臓(2.67)、肝臓

(2.50)、子宮(2.36)、心臓(2.13)、肺(2.07)、骨髄(2.06)、膵

臓(2.04)、全血(1.98) 

全ての組織で

0.05 未満 

400 mg/kg 

体重 

雄 
副腎(672)、甲状腺(652)、肝臓(442)、腎臓(311)、脾臓(302)、

膵臓(300)、心臓(259)、全血(256) 

全ての組織で

6.80 未満 

雌 
甲状腺(782)、副腎(689)、腎臓(359)、脾臓(344)、肝臓(325)、

子宮(290)、卵巣(285)、心臓(281)、全血(280) 

全ての組織で

4.60 未満 
※：低用量投与群は投与 0.5 時間後（雌雄）、高用量投与群は投与 3 時間後（雄）及び 1 時間後（雌）。 

 

b. 反復経口投与 

SD ラット（一群雌雄各 3～5 匹）に、非標識フロニカミドを低用量で 1 日 1 回

14 日間連続経口投与した後、15 日目に 14C-フロニカミドを低用量で単回経口投与

（以下［1.］において「反復経口投与」という。）して、体内分布試験が実施さ

れた。 

主要臓器及び組織における残留放射能濃度は表 3 に示されている。 

全血中の T1/2は 4.6～6.5 時間であった。各組織中の T1/2も全血中と同程度で蓄

積性はなく、単回経口投与の場合との差は認められなかった。（参照 4） 

 

表 3 主要臓器及び組織における残留放射能濃度（μg/g） 

投与量 性別 Tmax付近※ 168 時間後 

2 mg/kg 

体重 

雄 
肺(2.69)、甲状腺(2.69)、腎臓(2.55)、副腎(2.54)、肝臓(2.39)、

脾臓(2.11)、胸腺(2.00)、心臓(1.99)、全血(1.83) 

全ての組織で

0.05 未満 

雌 

甲状腺(3.49)、卵巣(2.71)、腎臓(2.54)、肝臓(2.51)、副腎(2.41)、

脾臓(2.32)、胸腺(2.23)、子宮(2.22)、肺(2.19)、心臓(2.12)、

全血(1.95) 

全ての組織で

0.05 未満 

※：雌雄ともに投与 0.5 時間後 

 

③ 代謝 

尿及び糞中排泄試験（単回及び反復経口投与）［1.(1)④a.］並びに胆汁中排泄

試験［1.(1)④b.］で得られた尿、糞、胆汁及び肝臓を試料として、代謝物同定・

定量試験が実施された。 

尿、糞、胆汁及び肝臓中における代謝物は表 4 に示されている。 
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また、別途実施された代謝物 E の単回経口投与（投与量：0.5 又は 100 mg/kg

体重）による試験では、糞中に代謝物 F が 0.2%TAR～0.5%TAR 存在した。 

フロニカミドのラットにおける主要代謝経路は、シアノ基及びカルバモイル基

の加水分解を経た代謝物 D の生成であると考えられた。（参照 6、61） 

 

表 4 尿、糞、胆汁及び肝臓中における代謝物（%TAR） 

試験群 a 試料 b フロニカミド 代謝物 c 

単回経口投与 

反復経口投与 

尿 45.7～72.0 
D(17.8～27.3)、B、E、E 抱合体、G、I、I 抱合体

及び J(いずれも 3.70 未満) 

肝臓 0.72～2.35 B、C 及び D(いずれも 1.19 未満) 

単回経口投与 糞 0.52～1.22 
B、D、E、E 抱合体、G、I 及び I 抱合体(いずれも

1.02 未満) 

胆汁中排泄 

尿 59.7～70.4 
D(15.8～20.1)、B、E 抱合体、I、I 抱合体及び J(い

ずれも 1.72 未満) 

糞 0.32～2.04 D、E 及び I 抱合体/E 抱合体(いずれも 1.85 未満) 

胆汁 2.48～3.32 B 及び D(いずれも 1.13 未満) 
a：投与量は、反復経口投与では 2 mg/kg 体重、ほかの試験群では 2 及び 400 mg/kg 体重。 
b：尿は投与後 48 時間、糞は投与後 24 時間、胆汁は投与後 16 時間、肝臓は投与 0.5～6 時間後の試料。 
c：「E 抱合体」については、高極性物質を分取し、分析操作中に代謝物 E を生成したものを抱合体と推

定したもの。 

 

④ 排泄 

a. 尿及び糞中排泄 

SD ラット（一群雌雄各 3～5 匹）に 14C-フロニカミドを低用量若しくは高用量

で単回経口投与又は低用量で反復経口投与して、尿及び糞中排泄試験が実施され

た。 

尿及び糞中排泄率は表 5 に示されている。 

投与後 24 時間の尿及び糞中排泄率の合計は、投与量及び性別にかかわらず

74%TAR 以上であった。投与 168 時間後の組織中残留放射能の合計は 2.1%TAR

未満と僅かであった。いずれの投与群においても投与放射能は主に尿中に排泄さ

れ、投与後 168 時間の尿中排泄率は 87.2%TAR～93.6%TAR であった。（参照 3、

4） 

 

表 5 尿及び糞中排泄率（%TAR） 

投与量 2 mg/kg 体重 400 mg/kg 体重 

投与方法 単回経口投与 反復経口投与 単回経口投与 

性別 雄 雌 雄 雌 雄 雌 

試料 尿 糞 尿 糞 尿 糞 尿 糞 尿 糞 尿 糞 

投与後 24 時間 82.5 4.5 86.9 4.0 84.0 4.4 83.1 3.9 69.7 4.3 83.2 5.1 

投与後 168 時間 89.5 6.4 92.8 5.0 87.6 6.5 88.4 7.2 87.2 5.3 93.6 3.9 

注）尿中排泄率の値は、ケージ洗浄液を含む。 
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b. 胆汁中排泄 

胆管及び十二指腸にカニューレを挿入した SD ラット（一群雌雄各 4 匹）に 14C-

フロニカミドを低用量又は高用量で単回経口投与して、胆汁中排泄試験が実施さ

れた。 

投与後 48 時間の胆汁、尿及び糞中排泄率は表 6 に示されている。 

いずれの投与群においても胆汁中への排泄率は 4%TAR 程度と少なく、投与放

射能は主に尿中に排泄された。（参照 5） 

 

表 6 投与後 48 時間の胆汁、尿及び糞中排泄率（%TAR） 

投与量 2 mg/kg 体重 400 mg/kg 体重 

性別 雄 雌 雄 雌 

胆汁 4.1 3.7 4.6 4.4 

尿 85.7 86.9 83.0 79.5 

糞 3.5 5.1 3.8 3.8 

カーカス 3.17 1.95 2.18 1.56 

注）尿中排泄率の値は、ケージ洗浄液を含む。 

 

（２）ヤギ 

泌乳ヤギ（系統不明、一群雌 2 匹）に 14C-フロニカミドを 1.66 又は 1.72 mg/kg

体重/日（10 mg/kg 飼料相当）の用量で 1 日 1 回、5 日間カプセル経口投与して、

動物体内運命試験が実施された。乳汁は投与期間中 1 日 2 回、尿及び糞は 1 日 1

回、各臓器及び組織は最終投与 5～8 時間後に採取された。 

乳汁、組織、尿及び糞中の総残留放射能及び代謝物は表 7 に示されている。 

投与放射能は、尿中（ケージ洗浄液を含む。）に 49.5%TAR～50.0%TAR、糞

中に 17.1%TAR～20.6%TAR 排泄され、投与 3 日での乳汁中に 0.21%TAR～

0.25%TAR 認められた。乳汁及び排泄物中の放射能濃度は、投与 2 日以降、定常

状態となった。組織中の残留放射能濃度は、肝臓及び腎臓で比較的高く認められ

た。 

乳汁及び各組織中の主要成分として代謝物 D が認められ、ほかに 10%TRR を超

える代謝物として E 抱合体が認められた。尿及び糞中の主要成分として、尿中で

は代謝物 D 及び E 抱合体、糞中では E がそれぞれ認められた。（参照 102、103） 
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表 7 乳汁、組織、尿及び糞中の総残留放射能及び代謝物 

試料 個体 
総残留放射能

(g/g) 

フロニカミド

(%TRR) 

代謝物 

(%TRR) 

乳汁 

(投与 3日) 

① 0.0866 ND D(97.4) 

② 0.0896 1.2 D(91.9)、E 抱合体(4.6) 

肝臓 

① 1.21 0.6 
D(29.4)、E 抱合体(6.8)、J(5.7)、E(0.7)、 

その他(4.1) 

② 1.22 0.5 
D(28.9)、J(6.4)、E 抱合体(4.2)、E(0.7)、 

その他(1.5) 

腎臓 

① 0.671 1.3 
D(30.8)、E 抱合体(11.9)、J(6.2)、E(1.4)、 

その他(2.3) 

② 0.658 1.6 
D(41.1)、J(6.3)、E(5.6)、E 抱合体(1.6)、 

その他(1.1) 

腰部筋肉 
① 0.385 1.5 D(42.8) 

② 0.387 1.0 D(42.1) 

後肢筋肉 
① 0.340 2.0 D(50.2) 

② 0.339 1.4 D(48.8) 

心臓 
① 0.220 － － 

② 0.223 － － 

腎周囲 

脂肪 

① 0.143 3.2 D(73.5)、E(6.5)、E 抱合体(1.5)、その他(1.2) 

② 0.0718 2.6 
D(74.1)、E(2.2)、E 抱合体(1.0)、J(0.4)、 

その他(0.8) 

網状脂肪 
① 0.110 5.5 D(72.9)、E(4.6)、J(1.4)、その他(0.9) 

② 0.0471 2.1 D(73.7)、E(2.6)、E 抱合体(0.9)、その他(1.4) 

血液 
① 0.188 － － 

② 0.207 － － 

尿 

(投与 2日) 

① 4.48 2.4 
E 抱合体(54.6)、D(28.5)、J(7.0)、E(1.6)、 

その他(6.1) 

② 2.58 ND 
E 抱合体(57.5)、D(29.4)、J(6.9)、E(1.8)、 

その他(4.4) 

糞 

(投与 3日) 

① 3.73 ND 
E(80.2)、D(5.9)、E 抱合体(1.8)、J(1.1)、 

その他(3.1) 

② 4.05 ND 
E(86.0)、D(5.0)、E 抱合体(2.0)、J(0.5)、 

その他(0.2) 

ケージ 

洗浄液* 

① 2.61 － － 

② 1.49 － － 

ND：検出されず、－：実施せず 
*：投与 1～5 日の合計 
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（３）ニワトリ 

産卵鶏（白色レグホン種、一群雌 10 羽）に 14C-フロニカミドを 0.78 mg/kg 体

重/日（10 mg/kg 飼料相当）の用量で 1 日 1 回、5 日間カプセル経口投与して動物

体内運命試験が実施された。卵は投与期間中 1 日 2 回、排泄物は 1 日 1 回、各臓

器及び組織は最終投与約 6 時間後に採取された。 

卵、組織及び排泄物中の総残留放射能及び代謝物は表 8 に示されている。 

投与放射能は排泄物中（ケージ洗浄液を含む。）に 72.3%TAR 排泄され、卵に

2.44%TAR 認められた。投与 5 日の卵白及び卵黄での残留放射能濃度は、それぞ

れ 0.894 及び 0.681 g/g 認められた。組織中の残留放射能濃度は腎臓、肝臓、筋

肉（胸部及び大腿部）及び血液で比較的高く認められた。 

卵及び組織中の主要成分として代謝物 D が 10%TRR を超えて認められた。排泄

物中では代謝物 D 及び E が主に認められた。（参照 102、104） 

 

表 8 卵、組織及び排泄物中の総残留放射能及び代謝物 

試料 
総残留放射能

(g/g) 

フロニカミド

(%TRR) 

代謝物 

(%TRR) 

卵白(投与 3 日) 0.740 2.5 D(96.0) 

卵黄(投与 3 日) 0.497 3.8 D(94.7) 

腎臓 1.42 0.4 D(76.4)、J(2.4)、E(1.4)、B(0.1) 

肝臓 1.18 0.3 D(92.9)、J(0.1) 

胸部筋肉 0.993 0.6 D(96.8)、J(0.3) 

大腿部筋肉 0.948 0.4 D(96.8)、J(1.3)、B(0.1)、E(0.1) 

皮膚 0.702 0.4 D(96.4)、J(0.3)、B(0.1) 

脂肪組織 0.149 0.7 D(94.7)、J(0.5)、B(0.1) 

血液 1.26 － － 

排泄物(投与 3 日) 7.67 7.5 D(76.6)、E(11.3)、J(1.8) 

ケージ洗浄液 1.55 － － 

－：実施せず 
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２．植物体内運命試験 

（１）小麦 

播種 76 日後の小麦（品種：Kulm）に水和剤に調製した 14C-フロニカミドを 100 

g ai/ha（通常処理区）又は 500 g ai/ha（5 倍処理区）の用量で 1 回茎葉散布し、

散布 21 日後に玄麦、もみ殻及び麦わらを採取して、植物体内運命試験が実施され

た。 

各試料中の総残留放射能及び代謝物は表 9 に示されている。 

いずれの試料においても、主要成分は未変化のフロニカミド及び代謝物 C であ

った。 

残留放射能はもみ殻から最も多く検出されたが、いずれの処理量においても玄

麦中の残留放射能濃度はもみ殻の 7.8%であり、もみ殻から可食部への浸透移行は

少ないと考えられた。（参照 7） 

 

表 9 各試料中の総残留放射能及び代謝物 

処理量 試料 
総残留放射能 

(mg/kg) 

フロニカミド 

(%TRR) 

代謝物 

(%TRR) 

100 g 

ai/ha 

玄麦 0.28 29.9 
C(39.4)、E(8.1)、D(6.2)、I(2.7)､B(抱

合体を含む。)及び H の合計(3.1) 

もみ殻 3.60 40.7 
C(16.6)、E(5.7)、D(2.5)、B(抱合体を

含む。)及び H の合計(5.4) 

麦わら 2.03 50.2 
C(19.6)、E(2.0)、D(1.8)、B(抱合体を

含む。)及び H の合計(4.5) 

500 g 

ai/ha 

玄麦 1.47 23.9 
C(44.1)、D(9.5)、I(6.1)、E(3.7)、B(抱

合体を含む。)及び H の合計(5.7) 

もみ殻 18.9 46.9 
C(18.9)、D(3.8)、E(3.0)、B(抱合体を

含む。)及び H の合計(4.1) 

麦わら 9.28 44.2 
C(21.3)、E(3.8)、D(2.4)､B(抱合体を含

む。)及び H の合計(5.6) 

 

（２）ばれいしょ 

ばれいしょ（品種：Kennebec）に顆粒水和剤に調製した 14C-フロニカミドを 100 

g ai/ha（通常処理区）又は 500 g ai/ha（5 倍処理区）の用量で収穫 28 及び 14 日前

の計 2 回それぞれ茎葉散布し、最終散布 14 日後に塊茎及び茎葉を採取して、植物

体内運命試験が実施された。 

各試料中の総残留放射能及び代謝物は表 10 に示されている。 

いずれの試料においても、主要成分は未変化のフロニカミド並びに代謝物 C 及

び E であった。 

塊茎及び茎葉中の残留放射能濃度は、通常処理区でそれぞれ 0.106～0.145 及び

1.53 mg/kg であり、茎葉から塊茎への放射能の移行は少ないと考えられた。塊茎

表面洗浄液中の放射能量は少なく 0.5%TRR 以下であった。塊茎中の残留放射能の
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90%以上が抽出された。（参照 8） 

 

表 10 各試料中の総残留放射能及び代謝物 

処理量 試料 
表面洗浄

の有無 

総残留放射能 

(mg/kg) 

フロニカミド 

(%TRR) 

代謝物 

(%TRR) 

100 g 

ai/ha 

塊茎 

有 0.145 11.7 
C(35.9)、E(31.8)、E 抱合体(5.2)、

PM-3a(3.9)、D(1.2)､B(1.0) 

無 0.106 5.6 
C(39.3)、E(34.4)、E 抱合体(6.0)、D(1.0)､

B(1.0) 

茎葉 無 1.53 9.8 
C(36.4)、E(17.3)、E 抱合体(5.2)、D(4.8)、

B(4.0)、PM-1b(3.6)、PM-1a(3.2) 

500 g 

ai/ha 

塊茎 

有 0.533 7.7 
E(40.1)、C(33.7)、E 抱合体(4.9)、D(1.1)、

B(1.1) 

無 0.200 19.3 
E(33.7)、C(25.1)、E 抱合体(4.8)、

PM-3a(1.8)、D(1.4)、B(1.2) 

茎葉 無 7.67 24.5 
C(27.8)、E(11.9)、D(7.9)、E 抱合体(3.9)、 

B(2.8)、PM-1b(2.7)、PM-1a(2.4) 

注)PM-1a、PM-1b 及び PM-3a は、未同定物質を示す。 

 

（３）もも 

もも（品種：Elberta）に顆粒水和剤に調製した 14C-フロニカミドをそれぞれ 100 

g ai/ha（通常処理区）又は 500 g ai/ha（5 倍処理区）の用量で収穫 35 及び 21 日前

の計 2 回、ももの木の上から均等にそれぞれ散布し、最終散布 21 日後に果実及び

葉を採取して、植物体内運命試験が実施された。 

各試料中の総残留放射能及び代謝物は表 11 に示されている。 

成熟期の果実全体における残留放射能濃度は、通常処理区及び 5 倍処理区でそ

れぞれ 0.100 及び 0.322 mg/kg であった。 

果実全体における残留放射能の主要成分は、いずれの処理区においても未変化

のフロニカミド及び代謝物 E であり、通常処理区でそれぞれ 30.1%TRR 及び

49.2%TRR、5 倍処理区でそれぞれ 60.6%TRR 及び 17.4%TRR 認められた。 

葉部における残留放射能濃度は、通常処理区及び 5 倍処理区でそれぞれ 6.25 及

び 24.2 mg/kg であり、主要成分として未変化のフロニカミド並びに代謝物 C 及び

E が、通常処理区でそれぞれ 32.9%TRR、19.3%TRR 及び 15.8%TRR、5 倍処理

区でそれぞれ 64.9%TRR、8.5%TRR 及び 5.3%TRR 認められた。（参照 9） 
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表 11 各試料中の総残留放射能及び代謝物 

処理量 
試 

料 

総残留 

放射能 

(mg/kg) 

試料内分布 

残留 

放射能 

(%TRR) 

フロニカミド 

(%TRR) 

代謝物  

(%TRR) 

100 g 

ai/ha 

果 

実 
0.100 

果汁 73.2 20.3 E(39.9)、C(5.0)、B(1.2)、D(1.1) 

絞りかす 21.1 7.1 E(9.0)、C(0.8)、B(0.3)、D(0.3) 

表面洗浄液 5.6 2.7 E(0.3)、C(0.2)、B(0.2)、D (0.2) 

葉 6.25 － － 32.9 C(19.3)、E(15.8)、D(4.1)、B(3.4) 

500 g 

ai/ha 

果 

実 
0.322 

果汁 63.7 40.2 E(12.9)、C(3.0)、B(1.8)、D(1.6) 

絞りかす 21.0 11.8 E(4.2)、C(1.0)、B(0.4)、D (0.4) 

表面洗浄液 15.3 8.6 B(0.9)、D(0.8)、C(0.3) 、E(0.3) 

葉 24.2 － － 64.9 C(8.5)、E(5.3)、D(2.0)、B(1.6) 

－：該当なし 

 

植物における主要代謝経路は、フロニカミドのシアノ基及びカルバモイル基の

加水分解であると考えられた。すなわち、フロニカミドの側鎖のシアノ基の加水

分解による代謝物 B の生成、それに続く酸アミドの分解による代謝物 C の生成、

更にアミド結合の開裂による代謝物 E の生成又は酢酸残基の脱離による代謝物 D

の生成を経た代謝物 E の生成であると考えられた。小麦では代謝物 C 及び D にお

けるピリジン環の窒素の酸化により、代謝物 H 及び I が生成される経路も考えら

れた。 

 

３．土壌中運命試験 

（１）好気的湛水土壌中運命試験 

湛水深 1.5 cm とした埴壌土（埼玉）に 14C-フロニカミドを 0.3 mg/kg 乾土の処

理量で水面添加後、25±1℃の暗条件下で 120 日間インキュベートして、好気的湛

水土壌中運命試験が実施された。 

水層中の放射能は、処理直後の 96.1%TAR から処理 120 日後に 14.4%TAR に

減少した。 

土壌層から抽出された放射能は、処理直後の 4.5%TAR から処理 120 日後に

34.4%TAR に増加した。結合性放射能は処理直後の 0.2%TAR から処理 120 日後

の 31.1%TAR に増加した。揮発性物質として 14CO2が処理 120 日後に 22.7%TAR

認められた。 

水層中の未変化のフロニカミドは、処理直後から経時的に減少し、処理 120 日

後には 1.4%TAR であった。土壌層中の未変化のフロニカミドは、処理 4 日後に

最大 41.7%TAR に達した後に減少し、処理 120 日後には 8.4%TAR となった。 

水層及び土壌層中で、分解物 E が最大 8.7%TAR 及び 9.8%TAR、分解物 F が最

大 6.1%TAR 及び 7.2%TAR 認められた。ほかに分解物 B、C 及び D が検出され

たが、いずれも 3%TAR 未満であった。 
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好気的湛水土壌中におけるフロニカミドの推定半減期は 36.3 日と算出された。

（参照 66） 

 

（２）好気的土壌中運命試験 

壌質砂土（米国）の土壌水分量をほ場容水量の 40%～50%に調製し、14C-フロ

ニカミドを 0.1 mg/kg 乾土となるように添加後、20±1℃の暗条件下で 30 日間イ

ンキュベートして、好気的土壌中運命試験が実施された。 

抽出放射能は処理直後の 101%TAR から、処理 30 日後には 13.7%TAR に減少

した。一方、抽出残渣中の放射能は処理直後の 0.7%TAR から、処理 30 日後には

35.2%TAR に増加した。30 日間の累積 14CO2は 47.0%TAR であった。 

主要分解物として E 及び F が認められ、E は処理 3 日後に最大 36.4%TAR、F

は処理 7 日後に最大 20.2%TAR に達した後に減少し、処理 14 日後にはいずれも

2.0%TAR 未満となった。ほかに B、C 及び D が認められたが、処理 30 日後には

全て 2.0%TAR 未満であった。 

フロニカミドの好気的土壌における推定半減期は 1.0 日と算出された。 

好気的土壌における主要分解経路は、フロニカミドのシアノ基及びカルバモイ

ル基の加水分解による分解物 E の生成と、それに続くピリジン環 6 位の水酸化に

よる分解物 F の生成であり、中間体として分解物 B、C 及び D が生成した。これ

らを経て最終的に CO2まで無機化されると考えられた。（参照 10） 

 

（３）土壌吸脱着試験 

14C-フロニカミドを用いて、5 種類の海外土壌［壌質砂土（ドイツ）、シルト質

埴壌土（フランス）、埴土（スイス）、砂壌土（スイス）及び埴壌土（イギリス）］

及び 1 種類の国内土壌［壌土（栃木）］におけるフロニカミドの土壌吸脱着試験

が実施された。 

各土壌における Freundlich の吸着係数 Kadsは 0.106～0.603、有機炭素含有率

により補正した吸着係数 Kads
ocは 5～11、脱着係数 Kdesは 0.138～1.40、有機炭素

含有率により補正した脱着係数 Kdes
ocは 8～21 であった。（参照 11） 

 

４．水中運命試験 

（１）加水分解試験 

pH 4 及び 5（酢酸緩衝液）、pH 7（Tris 緩衝液）並びに pH 9（ホウ酸緩衝液）

の各滅菌緩衝液に 14C-フロニカミドを 1 mg/L となるように添加した後、pH 5、7

及び 9 については 25±1℃及び 50±1℃、pH 4 については 50±1℃の暗条件下で

120 日間インキュベートして、加水分解試験が実施された。また、pH 9 では 50℃

で速やかな加水分解が認められたため、40±1℃の暗条件下で 59 日間インキュベ

ートする追加試験が実施された。 

pH 9（50℃）において、処理 120 日後には未変化のフロニカミドは認められな
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かった。主要分解物として B 及び C がそれぞれ最大で 65.1%TAR（処理 20 日後）

及び 85.7%TAR（処理 120 日後）認められた。 

フロニカミドの推定半減期は表 12 に示されている。（参照 12） 

 

表 12 フロニカミドの推定半減期（日） 

緩衝液 pH 4 pH 5 pH 7 pH 9 

25℃  － － 204 

40℃    17.1 

50℃ － － 578 9.0 

／：実施せず、－：加水分解されず 

 

（２）水中光分解試験（緩衝液） 

滅菌緩衝液（pH 7）に 14C-フロニカミドを 1 mg/L の濃度で添加し、23±2℃で

15 日間、キセノン光（光強度：10.6 W/m2、波長：290 nm 未満をフィルターでカ

ット）を照射して、水中光分解試験が実施された。 

未変化のフロニカミドは処理 15 日後に 93.6%TAR 認められた。 

フロニカミドの推定半減期は、光照射区では 267 日、東京（北緯 35 度）春の太

陽光下換算では 1,330 日と算出され、光に対して安定であると考えられた。（参

照 13） 

 

（３）水中光分解試験（蒸留水及び自然水） 

滅菌蒸留水（pH 6.24）及び滅菌自然水［河川水（茨城）、pH 7.73］に 14C-フロ

ニカミドを 5 mg/L の濃度で添加し、25℃で 30 日間キセノン光［光強度：35.7 W/m2

（波長：300～400 nm）又は 285 W/m2（波長：300～800 nm）］を照射して、蒸

留水及び自然水における水中光分解試験が実施された。 

処理 30 日後において未変化のフロニカミドは、蒸留水中では 96%TAR、自然水

中では 90%TAR 認められた。 

フロニカミドの推定半減期は、蒸留水中では 495 日、自然水中では 198 日、東

京（北緯 35 度）春の太陽光下換算ではそれぞれ 2,270 及び 909 日と算出され、光

に対して安定であると考えられた。（参照 14） 

 

５．土壌残留試験 

火山灰土・壌土（茨城）、沖積土・埴壌土（①徳島、②高知）及び火山灰土・軽

埴土（茨城）を用いて、フロニカミド及び分解物（B、C、D、E 及び F）を分析対

象化合物とした土壌残留試験（容器内及びほ場）が実施された。 

結果は表 13 に示されている。（参照 15、67） 
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表 13 土壌残留試験成績 

試験 濃度※ 土壌 

推定半減期(日) 

フロニカミド 
フロニカミド 

+分解物 

容器内 

試験 

湛水 

状態 
0.3 mg/kg 

火山灰土・壌土 59 77 

沖積土・埴壌土① 58 65 

畑水分 

状態 

火山灰土・軽埴土 1.2 2.0 

沖積土・埴壌土② 0.8 1.3 

ほ場 

試験 

水田 300G g ai/ha 
火山灰土・壌土 6.1 6.4 

沖積土・埴壌土① 1.5 1.8 

畑地 300WG g ai/ha 
火山灰土・軽埴土 3.5 5.9 

沖積土・埴壌土② 2.7 2.8 
※：容器内試験では純品、ほ場試験では G：粒剤、WG：顆粒水和剤を使用。 

 

６．作物等残留試験 

（１）作物残留試験  

野菜、果実、茶等を用いて、国内でフロニカミド並びに代謝物 C、D（てんさい

及びみつばのみ）及び E、海外でフロニカミド並びに代謝物 C、D 及び E を分析

対象化合物とした作物残留試験が実施された。 

国内での結果については別紙 3、海外での結果については別紙 4 に示されている。 

国内において、フロニカミドの最大残留値は、最終散布 7 日後に収穫された茶（荒

茶）の 22.7 mg/kg であった。また、代謝物 C の最大残留値は最終散布 7 日後に収

穫された茶（荒茶）の 3.05 mg/kg、代謝物 D の最大残留値は最終散布 7 日後に収

穫されたみつば（可食部）の 0.16 mg/kg、代謝物 E の最大残留値は最終散布 3 日

後に収穫されオクラ（果実）の 3.68 mg/kg、フロニカミド並びに代謝物 C 及び E

の合量の最大残留値は、最終散布 7 日後に収穫された茶（荒茶）の 20.4 mg/kg で

あった。代謝物 C 又は E の残留値はフロニカミドを上回る場合があった。 

海外で栽培された農産物において、登録された使用方法で実施された試験におけ

るフロニカミド及び代謝物 E の最大残留値は、いずれも最終散布 10 日後に収穫さ

れたホップ（毬花）の 10.6 及び 0.95 mg/kg であった。代謝物 C 及び D の最大残

留値は、いずれも最終散布当日に収穫されたからしな（可食部）の 1.38 及び 0.077 

mg/kg であった。（参照 16～18、68～70、72、79、83、87、88、93、98、102、

105～124、127） 

 

（２）畜産物残留試験 

① 泌乳牛 

泌乳牛（ホルスタイン種及びシンメンタール種の交雑種、一群雌 3 頭）に、フ

ロニカミド及び代謝物 C の等量混合物をそれぞれ 0、2.27、6.80 及び 22.7 mg/kg
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飼料相当の用量で 1 日 2 回、28 日間カプセル経口投与して、フロニカミド並びに

代謝物 C、D、E 及び J を分析対象化合物とした畜産物残留試験が実施された。 

結果は別紙 5-①に示されている。 

フロニカミドはいずれの試料においても検出限界又は定量限界未満であり、代

謝物 C、D、E 及び J の最大残留値は、22.7 mg/kg 飼料相当投与群における 0.0101 

g/g（腎臓）、0.124 g/g（肝臓及び脂肪）、0.173 g/g（腎臓）及び 0.0508 g/g

（肝臓）であった。フロニカミド並びに代謝物 D 及び E の合量の最大残留値は、

22.7 mg/kg 飼料相当投与群における 0.310 g/g（腎臓）であった。（参照 82） 

 

② 産卵鶏 

産卵鶏（白色レグホン種、一群雌 10 羽）に、フロニカミド及び代謝物 C の等量

混合物を 0、0.233、2.33、6.98 及び 23.3 mg/kg 飼料相当の用量で 1 日 1 回 28 日

間カプセル経口投与して、フロニカミド並びに代謝物 C、D、E 及び J を分析対象

化合物とした畜産物残留試験が実施された。 

結果は別紙 5-②に示されている。 

フロニカミド並びに代謝物 D 及び J の最大残留値は、23.3 mg/kg 飼料相当投与

群における 0.0926 g/g（卵）、1.21 g/g（卵）及び 0.0155 g/g（筋肉）であり、

代謝物 C 及び E はいずれの試料においても定量限界（0.01 g/g）未満であった。

卵中のフロニカミド及び代謝物 D の残留濃度は、いずれの投与群においても投与

開始 4 日以降、定常状態となった。フロニカミド並びに代謝物 D 及び E の合量の

最大残留値は、23.3 mg/kg 飼料相当投与群における 1.31 g/g（卵）であった。（参

照 82） 

 

（３）推定摂取量 

別紙 3 の作物残留試験及び別紙 5 の畜産物残留試験の分析値を用いて、農産物

ではフロニカミド並びに代謝物 C 及び E、畜産物ではフロニカミド並びに代謝物

D 及び E を暴露評価対象物質とした際に、食品中から摂取される推定摂取量が表

14 に示されている（別紙 6 参照）。 

なお、本推定摂取量の算定は、登録又は申請された使用方法から、フロニカミ

ド並びに代謝物 C、D 及び E の合計が最大の残留を示す使用条件で、全ての適用

作物に使用され、加工・調理による残留農薬の増減が全くないとの仮定の下に行

った。 

 

表 14 食品中から摂取されるフロニカミド並びに代謝物 C、D及び Eの推定摂取量 

 
国民平均 

(体重:55.1 kg) 

小児(1～6 歳) 

(体重:16.5 kg) 

妊婦 

(体重:58.5 kg) 

高齢者(65 歳以上) 

(体重:56.1 kg) 

摂取量 

(μg/人/日) 
594 290 550 705 
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７．一般薬理試験 

ラット及びマウスを用いた一般薬理試験が実施された。 

結果は表 15 に示されている。（参照 19） 

 

表 15 一般薬理試験概要 

試験の種類 動物種 
動物数 

匹/群 

投与量

(mg/kg体重) 

(投与経路) 

最大 

無作用量

(mg/kg 

体重) 

最小 

作用量

(mg/kg 

体重) 

結果の概要 

中
枢
神
経
系 

一般状態観察 
SD 

ラット 
雄 5 

0、320、800、

2,000、5,000 

(経口) 

2,000 5,000 

5,000 mg/kg 体重：2 例死亡、

自発運動低下(投与 1 ～6 時

間後)、腹臥位、流涎(投与 1

時間後)、横臥位、あえぎ呼吸、

呼吸数減少、口周囲の血によ

る汚れ及びよろめき歩行(投

与 6 時間後) 

一般状態観察 

(Irwin 法) 

ICR 

マウス 

雄 3 

雌 3 

0､128､320､

800､2,000 

(腹腔内) 

128 320 

800 mg/kg 体重以上：雌雄で

全例死亡 

320 mg/kg 体重：雌で 2 例死

亡 

320 mg/kg 体重以上：認知力、

運動性、中枢神経興奮、姿勢

運動失調及び反射に興奮性症

状及び抑制症状 

ヘキソバル 

ビタール睡眠 

ICR 

マウス 
雄 8 

0、20.5、

51.2、128、

320、800 

(腹腔内) 

51.2 128 

800 mg/kg 体重：5 例死亡 

128 mg/kg 体重以上：用量に

依存した睡眠時間の延長(320 

mg/kg 体重投与群では対照群

の約 3.5 倍に延長)  

循
環
器
系 

血圧、心拍数 
SD 

ラット 
雄 5 

0、800、

2,000、5,000 

(経口) 

800 2,000 

5,000 mg/kg 体重：4 例死亡、

心拍数減少 

2,000 mg/kg 体重以上：血圧

低下 
自
律
神
経
系 

体温、瞳孔径 
SD 

ラット 
雄 5 

0、320、800、

2,000、5,000 

(経口) 

800 2,000 

5,000 mg/kg 体重：2 例死亡 

2,000 mg/kg 体重以上：体温

低下及び縮瞳  

消
化
器
系 

小腸炭末 

輸送能 

ICR 

マウス 
雄 8 

0、20.5、

51.2、128、

320、800 

(腹腔内) 

320 800 

320 mg/kg 体重以下：影響な

し(800 mg/kg 体重投与群で

は 5 例死亡のため、評価でき

ず) 

骨
格
筋 

握力 
SD 

ラット 
雄 5 

0、320、800、

2,000、5,000 

(経口) 

5,000 － 

5,000 mg/kg 体重：2 例死亡、

握力への影響なし 
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試験の種類 動物種 
動物数 

匹/群 

投与量

(mg/kg体重) 

(投与経路) 

最大 

無作用量

(mg/kg 

体重) 

最小 

作用量

(mg/kg 

体重) 

結果の概要 

腎
機
能 

尿量、尿中電 

解質、pH、浸 

透圧、潜血、 

蛋白、ケトン 

体、グルコース 

SD 

ラット 
雄 5 

0、51.2、128、

320、800、

2,000、5,000 

(経口) 

320 800 

5,000 mg/kg 体重群で pH 減

少及びケトン体増加、2,000 

mg/kg 体重群以上で Glu 増

加、800 mg/kg 体重群以上で

クロール減少、800又は 2,000 

mg/kg 体重群で尿量、ナトリ

ウム及びカリウムの排泄量減

少、浸透圧及びタンパク質増

加。320 mg/kg 体重群以下で

は影響なし。潜血は全群で影

響なし 
注）いずれの試験においても、溶媒として 1%Tween80 が用いられた。 

－：最小作用量は設定できなかった。 

 

８．急性毒性試験 

（１）急性毒性試験 

フロニカミド（原体）を用いた急性毒性試験が実施された。 

結果は表 16 に示されている。（参照 20～22） 
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表 16 急性毒性試験結果概要（原体） 

投与経路 動物種 
LD50(mg/kg 体重) 

観察された症状 
雄 雌 

経口 a 
SD ラット 

雌雄各 5 匹 
884 1,770 

投与量：625、1,250、2,500 及び 5,000 mg/kg

体重 

 

5,000 mg/kg 体重： 

雌雄：低姿勢(投与 1 時間後) 

2,500 mg/kg 体重以上： 

雄：正向反射消失及び音刺激反応亢進(投与 1～4

時間後) 

雌：努力呼吸、ラッセル音、攻撃性亢進及び音

刺激反応亢進(投与 1 時間～2 日後) 

1,250 mg/kg 体重以上： 

雄：粗毛、体温低下、努力呼吸、部分閉眼、腹

臥位、頚側部の汚れ、運動失調、痙攣及び振戦(投

与 1 時間～1 日後) 

雌：運動活性低下、円背位、粗毛、体温低下、

部分閉眼、腹臥位、頚側部の汚れ、糞減少又は

無糞、流涙、肛門周囲の汚れ及び振戦(投与 1 時

間～2 日後) 

625 mg/kg 体重以上： 

雄：運動活性低下、糞減少又は無糞、円背位及

び流涙(投与 1 時間～2 日後) 

 

雌雄：1,250 mg/kg 体重以上で死亡例 

経皮 b 
SD ラット 

雌雄各 5 匹 
>5,000 >5,000 

鼻及び眼周辺着色物付着、肛門生殖器周囲汚染 

 

死亡例なし 

吸入 c 
SD ラット 

雌雄各 5 匹 

LC50(mg/L) 過呼吸、鼻及び口周囲の褐色物付着 

>4.9 >4.9 
a：溶媒として 0.5%MC 水溶液が用いられた。 
b：24 時間閉塞貼付 
c：4 時間鼻部暴露（粉じん） 

 

（２）急性毒性試験（代謝/分解物） 

フロニカミドの代謝/分解物を用いた急性経口毒性試験が実施された。 

結果は表 17 に示されている。（参照 23～26、77） 

 



28 

表 17 急性経口毒性試験結果概要（代謝/分解物） 

被験物質 動物種 
LD50（mg/kg 体重） 

観察された症状 
雄 雌 

B 
Wistar ラット 

雌雄各 3 匹 
>2,000 >2,000 症状及び死亡例なし 

C 
Wistar ラット 

雌雄各 3 匹 
>2,000 >2,000 症状及び死亡例なし 

D 
Wistar ラット 

雌雄各 3 匹 
>2,000 >2,000 症状及び死亡例なし 

E 
Wistar ラット 

雌雄各 3 匹 
>2,000 >2,000 症状及び死亡例なし 

F 
Wistar ラット 

雌雄各 3 匹 
>2,000 >2,000 症状及び死亡例なし 

注）溶媒として、PEG300（代謝/分解物 B、C、D 及び E）及びコーン油（代謝/分解物 F）が 

用いられた。 

 

（３）急性神経毒性試験（ラット） 

SD ラット［一群雌雄各 10 匹（1,000 mg/kg 体重投与群の雄のみ 5 匹）］を用

いた強制経口［原体：0、100、300、600（雄のみ）及び 1,000 mg/kg 体重、溶媒：

0.5%MC 水溶液］投与による急性神経毒性試験が実施された。 

神経病理組織学的検査において、検体投与による影響は認められなかった。 

1,000 mg/kg 体重投与群の雌雄において、投与 30～60 分後に着地時後肢開脚幅

の増加、雄において投与 30～60 分後に歩行移動距離の減少が認められたが、これ

らの所見は全身毒性に由来するもので、神経毒性を示すものではないと考えられ

た。なお、1,000 mg/kg 体重投与群の雄 1 匹が投与翌日に死亡した状態で発見さ

れた。 

本試験における無毒性量は、雄で 600 mg/kg 体重、雌で 300 mg/kg 体重である

と考えられた。急性神経毒性は認められなかった。（参照 27） 

 

９．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験 

NZW ウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。皮膚に対す

る刺激性は認められなかったが、眼に軽度の刺激性が認められた。 

Hartley モルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization 法）が実施され、皮

膚感作性は認められなかった。（参照 28～30） 

 

１０．亜急性毒性試験 

（１）90 日間亜急性毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 12 匹）を用いた混餌（原体；雄：0、50、200、1,000

及び 2,000 ppm、雌：0、200、1,000 及び 5,000 ppm：平均検体摂取量は表 18 参

照）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。 
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表 18 90 日間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 50 ppm 200 ppm 1,000 ppm 2,000 ppm 5,000 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 3.08 12.1 60.0 119 － 

雌 － 14.5 72.3 － 340 

－：実施せず 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 19 に示されている。 

200 ppm 以上投与群の雄で腎近位尿細管硝子滴沈着が認められたが、この硝子

滴は2u-グロブリンの沈着であることが確認されており、これは雄ラットに特異的

な所見であるため、ヒトにおけるリスク評価には外挿されないものと考えられた。 

本試験において、1,000 ppm 以上投与群の雄で腎尿細管好塩基性変化等、5,000 

ppm 投与群の雌で腎近位尿細管細胞空胞化等が認められたので、無毒性量は雄で

200 ppm（12.1 mg/kg 体重/日）、雌で 1,000 ppm（72.3 mg/kg 体重/日）である

と考えられた。（参照 31） 

 

表 19 90 日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

5,000 ppm  ・MCHC増加 

・Ht減少 

・TG減少 

・肝及び腎絶対及び比重量2増加 

・小葉中心性肝細胞肥大 

・腎近位尿細管細胞空胞化 

2,000 ppm ・眼周囲赤色物付着(投与 4 週以降) 

・TG 減少 

・小葉中心性肝細胞肥大 

 

1,000 ppm 以上 ・腎絶対及び比重量増加 

・腎尿細管好塩基性変化及び顆粒状 

尿円柱 

1,000 ppm 以下 

毒性所見なし 

200 ppm 以下 毒性所見なし※ 

／：実施せず 

※：腎近位尿細管硝子滴沈着が 200 ppm 以上投与群の雄で認められているが、2u-グロブリンの沈着が 

確認されており種特異的変化であることから、無毒性量の根拠とはしなかった。 

 

（２）90 日間亜急性毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、100、1,000 及び 7,000 

ppm：平均検体摂取量は表 20 参照）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施さ

れた。 

 

                                            
2 体重比重量を比重量という。（以下同じ）。 
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表 20 90 日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 1,000 ppm 7,000 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 15.3 154 1,070 

雌 20.1 192 1,250 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 21 に示されている。 

本試験において、1,000 ppm 以上投与群の雄及び 7,000 ppm 投与群の雌で小葉

中心性肝細胞肥大等が認められたので、無毒性量は雄で 100 ppm（15.3 mg/kg 体

重/日）、雌で 1,000 ppm（192 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 32） 

 

表 21 90 日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

7,000 ppm ・自発運動低下(投与 2 週) 

・体重増加抑制(投与 4～5週) 

・MCV、MCH 及び網状赤血球数増加 

・RBC、Hb、Ht 及び PLT減少 

・Cre、T.Bil、ナトリウム及び塩素

増加 

・カリウム減少 

・肝及び脾絶対及び比重量増加 

・胸骨骨髄低形成及び色素沈着亢進 

・脾髄外造血亢進及び色素沈着亢進 

・自発運動低下(投与 2 週) 

・体重増加抑制(投与 2、4～5週)及び 

摂餌量減少(投与 3～7 週) 

・MCV、MCH 及び網状赤血球数増加 

・RBC、Hb 及びHt 減少 

・Glu 増加 

・肝比重量、脾絶対及び比重量増加 

・胸骨骨髄低形成及び色素沈着亢進 

・小葉中心性肝細胞肥大 

・脾髄外造血亢進及び色素沈着亢進 

1,000 ppm以上 ・小葉中心性肝細胞肥大 a 1,000 ppm 以下 

毒性所見なし 100 ppm 毒性所見なし 
a：1,000 ppm 投与群では統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 

 

（３）28 日間亜急性毒性試験（イヌ）＜参考資料3＞ 

ビーグル犬（一群雌雄各 2 匹）を用いたカプセル経口［原体：0、2、10、50/20  

mg/kg 体重/日4］投与による 28 日間亜急性毒性試験が実施された。 

50/20 mg/kg 体重/日投与群では、投与初日に全ての動物で嘔吐、雄 2 例で自発

運動低下、努力呼吸、流涎過多、心拍数増加、運動失調及び縮瞳が認められた。

雄 1 例が 1 回目投与の翌朝に死亡し、病理組織学的検査の結果、脳出血、肺及び

胃うっ血等が認められたが、検体投与との関連性は不明であった。同投与群の雄 1

例では投与 2 週以降も嘔吐、運動低下及び流涎過多が認められた。（参照 102、

125） 

                                            
3 90 日間亜急性毒性試験（イヌ）［10.(4)］の用量設定試験であり、動物数がガイドラインを充足して 

いないことから参考資料とした。 
4 50 mg/kg 体重/日投与群について、雄 1 匹が 1 回目投与の翌朝に死亡したことから投与が中止され、

投与 2 週以降は 20 mg/kg 体重/日の用量で投与された。 
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（４）90 日間亜急性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いたカプセル経口［原体：0、3、8、20 及

び 50（雌のみ）mg/kg 体重/日］投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。 

50 mg/kg 体重/日投与群の雌 2 例で 1 回目の投与後、急性症状として嘔吐及び運

動失調が認められ、1 例は投与 4 週に切迫と殺され、別の 1 例については投与 9

週に虚脱及び疲弊症状が認められたため、以降は検体の投与が中止された。同投

与群の雌では、ほかに自発運動低下（投与 1 日以降）、粘液便（投与 15 日）、糞

量減少又は無便（投与 6 日以降）、下痢（投与 8 日以降）、食欲不振（投与 8 日

以降）、旋回運動（投与 12 日以降）、軟便（投与 19 日以降）、振戦（投与 26

日以降）、努力呼吸（投与 26 日以降）、部分閉眼（投与 46 日）、流涎過多（投

与 59 日以降）、痙攣（投与 62 日）、体重増加抑制（投与 1 週以降）、摂餌量減

少（投与 3 週以降）、RBC 減少及び網状赤血球数増加が認められ、また、腎尿細

管空胞化及び回盲弁部の出血が各 1 例で認められた。瀕死期に切迫と殺した 1 例

では膵浮腫及び胸腺退縮が認められた。 

本試験において、雄ではいずれの投与群においても毒性所見は認められず、雌

では 50 mg/kg 体重/日投与群で網状赤血球数増加等が認められたので、無毒性量

は雌雄とも 20 mg/kg 体重/日であると考えられた。（参照 33） 

 

（５）90 日間亜急性神経毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、200、1,000 及び 10,000 

ppm：平均検体摂取量は表 22 参照）投与による 90 日間亜急性神経毒性試験が実

施された。 

 

表 22 90 日間亜急性神経毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 200 ppm 1,000 ppm 10,000 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 13 67 625 

雌 16 81 722 

 

神経病理組織学的検査において、検体投与による影響は認められなかった。 

10,000 ppm 投与群の雌雄で体重増加抑制（投与 1 週以降）及び摂餌量減少（投

与 1 週以降）が認められた。FOB 検査で検体投与の影響は認められなかった。 

本試験において、10,000 ppm 投与群の雌雄で体重増加抑制等が認められたので、

無毒性量は雌雄で 1,000 ppm（雄：67 mg/kg 体重/日、雌：81 mg/kg 体重/日）で

あると考えられた。亜急性神経毒性は認められなかった。（参照 34） 

 

（６）28 日間亜急性経皮毒性試験 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた経皮（原体：0、20、150 及び 1,000 mg/kg
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体重/日、6 時間/日）投与による 28 日間亜急性経皮毒性試験が実施された。 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、

無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 1,000 mg/kg 体重/日であると考えられた。

（参照 76） 

 

（７）90 日間亜急性毒性試験（代謝物 C、ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 5 匹）を用いた混餌（代謝物 C；雄：0、50 及び 2,000 

ppm、雌：0、200 及び 5,000 ppm：平均検体摂取量は表 23 参照）投与による 90

日間亜急性毒性試験が実施された。 

 

表 23 90 日間亜急性毒性試験（代謝物 C、ラット）の平均検体摂取量 

投与群 50 ppm 200 ppm 2,000 ppm 5,000 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 3.56 － 135 － 

雌 － 16.5 － 411 

－：実施せず 

 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、

無毒性量は、雄で本試験の最高用量 2,000 ppm（135 mg/kg 体重/日）、雌で本試

験の最高用量 5,000 ppm（411 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 35） 

 

（８）90 日間亜急性毒性試験（代謝物 E、ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 5 匹）を用いた混餌（代謝物 E；雄：0、50 及び 2,000 

ppm、雌：0、200 及び 5,000 ppm：平均検体摂取量は表 24 参照）投与による 90

日間亜急性毒性試験が実施された。 

 

表 24 90 日間亜急性毒性試験（代謝物 E、ラット）の平均検体摂取量 

投与群 50 ppm 200 ppm 2,000 ppm 5,000 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 3.42 － 136 － 

雌 － 15.9 － 409 

－：実施せず 

 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、 

無毒性量は雄で本試験の最高用量 2,000 ppm（136 mg/kg 体重/日）、雌で本試

験の最高用量 5,000 ppm（409 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 36） 

 

１１．慢性毒性試験及び発がん性試験 

（１）1年間慢性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 6 匹）を用いたカプセル経口（原体：0、3、8 及び 20 mg/kg
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体重）投与による 1 年間慢性毒性試験が実施された。 

20 mg/kg 体重/日投与群の雌雄で MCH 及び網状赤血球数増加、雄で MCV 及び

腎比重量増加、雌で体重増加抑制（投与 2～4 週）、心及び甲状腺比重量増加が認

められた。 

本試験において、20 mg/kg 体重/日投与群の雌雄で網状赤血球数増加等が認めら

れたので、無毒性量は雌雄とも 8 mg/kg 体重/日であると考えられた。（参照 37） 

 

（２）2年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット） 

Wistar ラット［本試験群：一群雌雄各 52 匹、衛星群Ⅰ：14 匹（52 週後に 10

匹を中間と殺）、衛星群Ⅱ：10 匹（26 週後に中間と殺）］を用いた混餌（原体：

雄：0、50、100、200 及び 1,000 ppm、雌：0、200、1,000 及び 5,000 ppm：平

均検体摂取量は表 25 参照）投与による 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験が実施

された。 

 

表 25 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 50 ppm 100 ppm 200 ppm 1,000 ppm 5,000 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 1.84 3.68 7.32 36.5 － 

雌 － － 8.92 44.1 219 

－：実施せず 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 26 に示されている。 

検体投与により発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。 

本試験において 1,000 ppm投与群の雄及び 5,000 ppm投与群の雌で慢性腎症の

増加等が認められたので、無毒性量は雄で 200 ppm（7.32 mg/kg 体重/日）、雌で

1,000 ppm（44.1 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発がん性は認められなか

った。（参照 38） 
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表 26 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 

5,000 ppm  ・体重増加抑制(投与 1 週以降)及び摂餌量

減少(投与 1 週以降) 

・RBC、Ht 及び Hb 減少 

・MCHC 増加 

・GGT 及び T.Chol 増加 

・TG 減少 

・尿比重減少 

・肝及び腎絶対及び比重量増加 

・副腎絶対及び比重量減少 

・下腿横紋筋線維萎縮 

・前胃びらん及び潰瘍 

・小葉中心性肝細胞肥大及び変異肝細胞 

巣 (好酸性細胞) 

・慢性腎症、近位尿細管空胞化及び近位 

尿細管褐色色素(リポフスチン b)沈着 

・白内障及び網膜萎縮 

1,000 ppm※ ・尿比重減少及び尿量増加 

・前胃びらん及び潰瘍 

・腎尿細管好塩基性変化、顆粒状尿 

円柱及び慢性腎症 a 

1,000 ppm 以下 

毒性所見なし 

200 ppm 以下 毒性所見なし 
※：腎近位尿細管硝子滴沈着が 1,000 ppm 投与群の雄で認められているが、2u-グロブリンの沈着が 

確認されており種特異的変化であることから、毒性所見から除外した。 
a：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 
b：Schmorl 反応により確認 

 

（３）18 か月間発がん性試験（マウス）① 

ICR マウス［一群雌雄各 60 匹、衛星群Ⅰ：一群雌雄各 10 匹（52 週後に中間と

殺）、衛星群Ⅱ：一群雌雄各 10 匹（26 週後に中間と殺）］を用いた混餌（原体：

0、250、750 及び 2,250 ppm：平均検体摂取量は表 27 参照）投与による 18 か月

間発がん性試験が実施された。 

 

表 27 18 か月間発がん性試験（マウス）①の平均検体摂取量 

投与群 250 ppm 750 ppm 2,250 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 29 88 261 

雌 38 112 334 

 

各投与群で認められた毒性所見（非腫瘍性病変）は表 28 に、肺における腫瘍性

病変の発生頻度は表 29 に示されている。 

本試験において 250 ppm 以上投与群の雌雄で肺腫瘍の発生頻度増加等が認めら

れたので、無毒性量は雌雄とも 250 ppm 未満（雄：29 mg/kg 体重/日未満、雌：
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38 mg/kg 体重/日未満）であると考えられた。（参照 39） 

（肺毒性に関する考察は［14.(1)］を参照） 

 

表 28 18 か月間発がん性試験（マウス）①で認められた毒性所見（非腫瘍性病変） 

投与群 雄 雌 

2,250 ppm  ・腎比重量減少 

・脾色素沈着 

・肝絶対及び比重量増加 

・小葉中心性肝細胞肥大 

・脾色素沈着 

・胸骨骨髄細胞低形成及び色素沈着 

750 ppm 以上 ・肺胞及び終末細気管支上皮過形成 

・胸骨骨髄細胞低形成 

・肺血管周囲単核細胞浸潤 

250 ppm 以上 ・肺終末細気管支上皮細胞肥大 

・小葉中心性肝細胞肥大 

・脾髄外性造血亢進 

・胸骨骨髄色素沈着 

・肺終末細気管支上皮細胞肥大 

 

表 29 肺における腫瘍性病変の発生頻度 

性別 雄 雌 

投与群(ppm) 0 250 750 2,250 0 250 750 2,250 

検査動物数 60 60 60 60 60 60 60 60 

肺 
腺腫 7 25** 25** 33** 9 20* 30** 24** 

腺癌 4 6 12* 12* 0 3 3 7** 
*：p<0.05、**：p<0.01（Fisher の直接確率計算法） 

 

（４）18 か月間発がん性試験（マウス）②＜追加試験＞ 

マウスを用いた 18 か月間発がん性試験①［11.(3)］において、雌雄ともに無毒

性量が得られなかったため、マウスの発がん性試験における無毒性量を求めるこ

とを目的として、ICR マウス（一群雌雄各 50 匹）を用いた混餌（原体：0、10、

25、80 及び 250 ppm：平均検体摂取量は表 30 参照）投与による 18 か月間発が

ん性試験が実施された。なお、一部の検査項目については、マウスを用いた 18 か

月間発がん性試験①［11.(3)］で影響が認められた項目に限定して検査が実施さ

れた。 

 

表 30 18 か月間発がん性試験（マウス）②の平均検体摂取量 

投与群 10 ppm 25 ppm 80 ppm 250 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

雄 1.20 3.14 10.0 30.3 

雌 1.42 3.66 11.8 36.3 

 

肺における腫瘍性病変の発生頻度については表 31 に示されている。 

250 ppm投与群の雌雄で肺終末細気管支上皮細胞過形成/肥大、雄では肺腫瘍（細
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気管支肺胞上皮腺腫及び細気管支肺胞上皮腺腫及び癌の合計）の発生頻度増加が

認められた。 

本試験において、250 ppm投与群の雌雄で肺終末細気管支上皮細胞過形成/肥大、

また同投与群の雄で肺腫瘍の発生頻度増加が認められたので、無毒性量は雌雄と

も 80 ppm（雄：10.0 mg/kg 体重/日、雌：11.8 mg/kg 体重/日）であると考えられ

た。（参照 40） 

 

表 31 肺における腫瘍性病変の発生頻度 

性別 雄 雌 

投与群(ppm) 0 10 25 80 250 0 10 25 80 250 

検査動物数 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 

肺 

細気管支肺胞

上皮腺腫 
8 11 12 11 21** 10 8 11 14 13 

細気管支肺胞

上皮癌 
3 6 3  4 9 1 4 2 3 3 

腺腫＋癌 a 11 16 15 14 27** 10 12 12 16 16 
*：p<0.05、**：p<0.01（Fisher の直接確率計算法） 
a：腺腫と癌を併せ持つ個体は重複カウントとなるため、合計値は必ずしも一致しない。 

 

１２．生殖発生毒性試験 

（１）2世代繁殖試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 24 匹）を用いた混餌（原体：0、50、300 及び 1,800 

ppm：平均検体摂取量は表 32 参照）投与による 2 世代繁殖試験が実施された。 

 

表 32 2 世代繁殖試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 50 ppm 300 ppm 1,800 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

P 世代 
雄 3.07 18.3 109 

雌 4.67 28.2 164 

F1世代 
雄 3.39 20.7 125 

雌 4.95 30.5 177 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 33 に示されている。 

本試験において、親動物では 1,800 ppm 投与群の雌雄で腎絶対又は比重量増加

等が、児動物では雄でいずれの投与群においても毒性所見が認められず、1,800 

ppm 投与群の雌で子宮絶対及び比重量減少並びに膣開口遅延が認められたので、

無毒性量は親動物の雌雄で 300 ppm（P 雄：18.3 mg/kg 体重/日、P 雌：28.2 mg/kg

体重/日、F1雄：20.7 mg/kg 体重/日、F1雌：30.5 mg/kg 体重/日）、児動物の雄で

本試験の最高用量 1,800 ppm（P 雄：109 mg/kg 体重/日、F1雄：125 mg/kg 体重

/日）、雌で 300 ppm（P 雌：28.2 mg/kg 体重/日、F1雌：30.5 mg/kg 体重/日）で
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あると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照 41） 

 

表 33 2 世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見 

 投与群 
親：P、児：F1 親：F1、児：F2 

雄 雌 雄 雌 

親

動

物 

1,800 ppm ・腎及び甲状腺絶対 

及び比重量増加 

・尿細管好塩基性化 

・顆粒状尿円柱 

・副腎比重量、卵巣 

絶対及び比重量減

少 

・近位尿細管空胞化 

・肝比重量、腎絶対

及び比重量増加 

・精嚢比重量増加 

・精巣絶対重量減少 

・尿細管好塩基性化 

・顆粒状尿円柱 

・肝及び腎比重量増 

加 

・近位尿細管空胞化 

 

300 ppm 

以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

児

動

物 

1,800 ppm 1,800 ppm 以下 

毒性所見なし 

・子宮絶対及び比重

量減少 

・膣開口遅延 

1,800 ppm 以下 

毒性所見なし 

1,800 ppm 以下 

毒性所見なし 

300 ppm 

以下 

毒性所見なし 

 

（２）発生毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌 24 匹）の妊娠 6～19 日に強制経口（原体：0、20、100

及び 500 mg/kg 体重/日、溶媒：1%CMC 水溶液）投与して、発生毒性試験が実施

された。 

母動物では、500 mg/kg 体重/日投与群で肝絶対及び比重量増加、小葉中心性肝

細胞肥大並びに腎尿細管空胞化が認められた。 

胎児では、500 mg/kg 体重/日投与群で頚肋骨の発現頻度増加が認められた。 

本試験における無毒性量は母動物及び胎児とも 100 mg/kg体重/日であると考え

られた。 

500 mg/kg 体重/日投与群の胎児で認められた頚肋骨は、発現頻度増加が著しい

こと、及び同用量における母動物毒性は重篤でなく、母毒性に起因するとは考え

られなかったことから、頚肋骨の発現頻度増加を急性参照用量の設定に関するエ

ンドポイントとすることが妥当であると判断された。（参照 42） 

 

（３）発生毒性試験（ウサギ） 

日本白色種ウサギ（一群雌 25 匹）の妊娠 6～27 日に強制経口（原体：0、2.5、

7.5 及び 25 mg/kg 体重/日、溶媒：1%CMC 水溶液）投与して、発生毒性試験が実

施された。 

母動物では、25 mg/kg 体重/日で体重減少（妊娠 6～9 日以降）/増加抑制（妊娠

6～12 日以降）及び摂餌量減少（妊娠 9～21 日）が認められた。 

胎児ではいずれの投与群においても検体投与の影響は認められなかった。 

本試験における無毒性量は、母動物で 7.5 mg/kg 体重/日、胎児で本試験の最高
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用量 25 mg/kg 体重/日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参

照 43） 

 

１３．遺伝毒性試験 

フロニカミドの細菌を用いた復帰突然変異試験、マウスリンパ腫細胞を用いた遺

伝子突然変異試験、チャイニーズハムスター肺腺維芽細胞（CHL）を用いた染色体

異常試験、ラット肝細胞を用いた in vivo/in vitro UDS 試験並びにマウスを用いたコ

メット試験及び小核試験が実施された。 

結果は表 34 に示されているとおり全て陰性であったことから、フロニカミドに遺

伝毒性はないものと考えられた｡（参照 44～49） 

 

表 34 遺伝毒性試験結果概要（原体） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in vitro 

復帰突然変異試験 

Salmonella typhimurium 
(TA98、TA100、TA1535、

TA1537 株) 

Escherichia coli 
(WP2uvrA 株) 

61.7～5,000 g/プレート(+/-S9) 

陰性 

遺伝子突然変異試験 
マウスリンパ腫細胞 

(L5178Y TK+/--3.7.2.C) 

28.3～2,290 g/mL(+/-S9) 

(3 時間処理) 
陰性 

染色体異常試験 

チャイニーズハムスター

肺線維芽細胞(CHL) 

①573～2,290 g/mL(+/-S9) 

(6 時間処理、18 時間培養) 

②573～2,290 g/mL(-S9) 

(24 及び 48 時間処理) 

陰性 

in vivo 
/in vitro 

UDS 試験 

SD ラット(肝細胞) 

(一群雄 4 匹)  

600、2,000 mg/kg 体重 

(単回強制経口投与 2 及び 14 時間後

に肝細胞を採取) 

陰性 

in vivo 

コメット試験 

ddY マウス 

(結腸、肝臓及び肺) 

(一群雄 4 匹) 

375、750、1,500 mg/kg 体重 

(単回強制経口投与 3 及び 24 時間後

に結腸、肝臓及び肺を採取) 

陰性 

小核試験 

ICR マウス(大腿骨髄細胞) 

(一群雌雄各 5 匹) 

雄：250、500、1,000 mg/kg 体重 

雌：125、250、500 mg/kg 体重 

(24 時間間隔で 2 回強制経口投与、

最終投与 24 時間後に標本作成) 

陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 

 

主として動物、植物及び土壌由来の代謝物 B、C、D 及び E 並びに土壌由来の分

解物 F の細菌を用いた復帰突然変異試験が実施された。 

結果は表 35 に示されているとおり、全て陰性であった｡（参照 50～53、78） 
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表 35 遺伝毒性試験結果概要（代謝/分解物） 

被験物質 試験 対象 処理濃度 結果 

B 

復帰突然 

変異試験 

S. typhimurium 
(TA98、TA100、

TA1535、TA1537 株)  

E. coli 
(WP2uvrA 株) 

33～5,000 g/プレート(+/-S9) 陰性 

C 5～5,000 g/プレート(+/-S9) 陰性 

D 33～5,000 g/プレート(+/-S9) 陰性 

E 33～5,000 g/プレート(+/-S9) 陰性 

F 33～5,000 g/プレート(+/-S9) 陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 

 

１４．その他の試験 

（１）マウスの肺所見に関する考察 

マウスを用いた 18 か月間発がん性試験［11.(3)］で認められた肺毒性発現のメ

カニズムを検討する目的で、以下の①～⑤の試験が実施された。 

 

① 3 日間混餌投与によるマウスの肺における細胞分裂解析 

マウスで認められた肺腫瘍増加のメカニズムの検討及び閾値を検索する目的で、

ICR マウス（一群雄 5 匹）に 3 日間混餌（原体：0、80、250、750 及び 2,250 ppm、

平均検体摂取量：0、12.3、40.9、130 及び 340 mg/kg 体重/日）投与する試験が

実施された。解剖後、肺の組織標本を作製し、BrdU 免疫染色による細胞分裂解析

が実施された。 

750 ppm 以上投与群で肺終末細気管支上皮細胞の細胞分裂亢進が認められた。

80 ppm 投与群にはこの作用は認められず、80～250 ppm の間にマイトジェン活

性の閾値が存在すると考えられた。（参照 54） 

 

② 3 日間混餌投与による肺における細胞分裂のマウスとラット間の種差比較試験 

ラットを用いた 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験［11.(2)］では肺腫瘍の増加

が認められなかったことから、マウスとラット間の種差について検討する目的で

ICR マウス及び Wistar ラット（いずれも一群雌 5 匹）に 3 又は 7 日間混餌（原

体；マウス：0 及び 2,250 ppm、ラット：0 及び 5,000 ppm、平均検体摂取量；マ

ウス：0 及び 374～386 mg/kg 体重/日、ラット：0 及び 392～403 mg/kg 体重/日）

投与する試験が実施された。解剖後、肺の組織標本を作製し、BrdU 免疫染色によ

る肺の細胞分裂解析により、マウスとラット間の種差について比較検討された。 

マウスでは、3 及び 7 日間の投与後に 2,250 ppm 投与群で肺終末細気管支上皮

細胞の細胞分裂亢進が認められたが、ラットでは両投与期間ともに細胞分裂亢進

は認められなかった。（参照 55） 

 

③ 28 日間混餌投与及びその回復試験におけるマウス肺への作用とその回復性 

マウスの肺に対する影響の回復性を検討する目的で、ICR マウス（一群雄 5 匹）

に 28 日間混餌（原体：0 及び 2,250 ppm、平均検体摂取量；0 及び 303 mg/kg 体
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重/日）投与する試験が実施された。回復群については、28 日間混餌投与終了後、

基礎飼料のみを与え、0、1、2 及び 4 週間後に解剖された。解剖後、肺の組織標

本を作製し、抗 BrdU 抗体を用いた終末細気管支上皮細胞の免疫染色陽性率の測

定、抗クララ細胞抗体を用いたクララ細胞の形態及び数の光学顕微鏡による観察

が行われた。また、28 日投与群及び回復群の肺については電子顕微鏡学的検査が

実施された。 

28 日間混餌投与した 2,250 ppm 投与群において、肺終末細気管支上皮細胞の細

胞分裂亢進、光学顕微鏡観察でクララ細胞の突出及び肥大、並びに電子顕微鏡学

的検査でクララ細胞の細胞質の分泌顆粒増加及び肥大が認められたが、回復群（1、

2 及び 4 週間後）では BrdU 陽性細胞の増加は認められず、クララ細胞は回復 1

週間後には正常形態に回復した。（参照 56） 

 

④ フロニカミド並びに代謝物 C、D及び Eを用いた短期間混餌投与試験におけるマ

ウス肺での BrdU による細胞分裂解析 

マウス肺終末細気管支上皮細胞の細胞分裂の亢進に関する原因物質が、フロニ

カミドそのものであるか、代謝物によるものであるかを検討する目的で、ICR マ

ウス（一群雄 5 匹）に 3 又は 7 日間混餌（フロニカミド並びに代謝物 C、D 及び

E：0 及び 2,250 ppm、平均検体摂取量；フロニカミド：0 及び 330～389 mg/kg

体重/日、代謝物 C：0 及び 318～402 mg/kg 体重/日、D：0 及び 332～385 mg/kg

体重/日、E：0 及び 336～364 mg/kg 体重/日）投与する試験が実施された。解剖

後、肺の組織標本を作製し、BrdU 免疫染色による細胞分裂解析が実施された。 

フロニカミド投与群では、3 及び 7 日間の投与後に肺終末細気管支上皮細胞の細

胞分裂亢進が認められたが、各代謝物投与群ではいずれの投与期間においても細

胞分裂亢進は認められなかった。（参照 57） 

 

⑤ フロニカミド及びイソニアジドのマウス 3 系統の 3 日間混餌投与による肺の細

胞分裂解析比較試験 

発がん性試験に用いられるマウスの代表的な 3 系統（ICR、B6C3F1及び C57）

におけるフロニカミド及びイソニアジド5の感受性の違いを検討する目的で、ICR

マウス、B6C3F1マウス及び C57 マウス（いずれも一群雄 5 匹）にフロニカミド

又はイソニアジドを 3 日間混餌（フロニカミド、イソニアジドとも 0 及び 2,250 

ppm、平均検体摂取量；フロニカミド：0 及び 299～306 mg/kg 体重/日、イソニ

アジド：0 及び 290～325 mg/kg 体重/日）投与する試験が実施された。解剖後、

肺の組織標本を作製し、BrdU 免疫染色による肺の細胞分裂解析により、マウス 3

系統間の比較試験が実施された。 

                                            
5 イソニアジドは、フロニカミドと化学構造的に類似し、マウスにおいて高率に肺腫瘍を誘発するが、

ラットには誘発しない事が知られている。 
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肺終末細気管支上皮細胞の細胞分裂亢進は、フロニカミドでは 2,250 ppm 投与

群の ICR マウスでのみ認められたが、イソニアジドでは 2,250 ppm 投与群の 3 系

統全てのマウスで認められ、その増加レベルは ICR、B6C3F1、C57 マウスの順に

大きかった。（参照 58） 

 

＜肺毒性の発現メカニズム検討試験のまとめ＞ 

ICR マウスを用いた発がん性試験において、肺腫瘍の発生頻度が増加したこと

から、肺腫瘍についてのメカニズム試験が実施された。 

フロニカミドがマウスの肺腫瘍を誘発した明らかな機序を解明することはでき

なかったが、フロニカミドがマウスの肺終末細気管支上皮細胞、特にクララ細胞

の細胞分裂を亢進させることが確認された。また、フロニカミドを投与したラッ

ト及びほかの 2 系統（B6C3F1及び C57）のマウス並びに代謝物 C、D 及び E を

投与した ICR マウスでは、肺終末細気管支上皮細胞の細胞分裂亢進が認められな

かった。 

 

（２）ラットを用いた繁殖毒性試験におけるメカニズム試験 

ラットを用いた 2 世代繁殖試験［12.(1)］において、1,800 ppm 投与群の親動

物雌で卵巣重量減少、F1 児動物で子宮重量減少及び膣開口遅延が認められ、抗エ

ストロゲン作用が示唆されたため、F1世代で正常分娩したペアーの雌雄各親 8 匹

から採取した血清を用いて、血清中の性腺刺激ホルモン及び性ホルモン濃度（雄：

FSH、LH、テストステロン、雌：FSH、LH、エストラジオール、プロゲステロ

ン）に対するフロニカミド投与の影響について確認が行われるとともに、フロニ

カミドのエストロゲン受容体（及び）に対するエストロゲン様活性の影響を確

認するため受容体結合試験が実施された。 

ホルモン測定については、1,800 ppm 投与群の雌で FSH 増加及びエストラジオ

ールの減少傾向が、300 ppm 以上投与群の雌で LH 増加が認められた。 

受容体結合試験の結果、フロニカミドはエストロゲン受容体及びに対してエ

ストラジオールとほぼ同等の結合親和力を持つ蛍光リガンドの結合を生物学的に

意味のあるレベルで阻害しなかった。 

詳細なメカニズムは明らかではないが、フロニカミド投与によりエストラジオ

ール生成及び血中濃度は減少するが、エストロゲン受容体へ直接関与するもので

はなく、その影響と FSH 及び LH が増加するといったフィードバック機構には用

量相関性があると考えられた。（参照 59） 

 

（３）28 日間免疫毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌 10 匹）を用いて、フロニカミドを 28 日間混餌（原体：0、

100、600 及び 6,000 ppm：平均検体摂取量は表 36 参照）投与し、投与 24 日にヒ

ツジ赤血球を単回静脈内投与して免疫毒性試験が実施された。 
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表 36 28 日間免疫毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 600 ppm 6,000 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 
雌 23.2 142 1,540 

 

いずれの投与群においても、脾臓細胞数及び IgM 抗体産生細胞数に検体投与に

よる影響は認められなかった。本試験条件下において免疫毒性は認められなかっ

た。（参照 102、126） 
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Ⅲ．食品健康影響評価 

参照に挙げた資料を用いて、農薬「フロニカミド」の食品健康影響評価を実施し

た。なお、今回、動物体内運命試験（ヤギ及びニワトリ）、作物残留試験（未成熟

とうもろこし、こんにゃく等）、免疫毒性試験（マウス）の成績等が新たに提出さ

れた。 

14C で標識したフロニカミドを用いた動物体内運命試験において、ラットに経口投

与後の血漿中放射能の Tmaxは、低用量投与群で 20～40 分であった。吸収率は低用

量投与群で 92.6%～93.0%、高用量投与群で 85.5%～89.8%と算出された。投与放射

能は、投与後 24 時間で 74%TAR 以上が尿及び糞中へ排泄され、主に尿中へ排泄さ

れた。尿中からは未変化のフロニカミドが多く認められ、主要代謝物として D、そ

の他の代謝物として B、E（抱合体を含む。）、G、I（抱合体を含む。）及び J が

認められた。糞中からは、僅かではあるが未変化のフロニカミド並びに代謝物 B、D、

E（抱合体を含む。）、G 及び I（抱合体を含む。）が認められた。胆汁中からは、

僅かではあるが未変化のフロニカミド並びに代謝物 B 及び D が認められた。 

14C で標識したフロニカミドを用いた畜産動物（ヤギ及びニワトリ）における体内

運命試験の結果、可食部における主要成分として、ヤギで代謝物 D 及び E（抱合体

を含む。）、産卵鶏で代謝物 D が 10%TRR を超えて認められた。 

14C で標識したフロニカミドを用いた植物体内運命試験の結果、いずれの植物にお

いても残留放射能の主要成分は未変化のフロニカミドであり、10%TRR を超える代

謝物として C 及び E（抱合体を含む。）が認められた。 

国内におけるフロニカミド並びに代謝物 C、D（てんさい及びみつば）及び E を分

析対象化合物とした作物残留試験の結果、フロニカミドの最大残留値は、茶（荒茶）の

22.7 mg/kg であった。また、代謝物 C の最大残留値は茶（荒茶）の 3.05 mg/kg、代

謝物 D の最大残留値はみつば（可食部）の 0.16 mg/kg、代謝物 E の最大残留値はオ

クラ（果実）の 3.68 mg/kg、フロニカミド並びに代謝物 C 及び E の合量の最大残留

値は茶（荒茶）の 20.4 mg/kg であった。海外におけるフロニカミド並びに代謝物 C、

D 及び E を分析対象化合物とした作物残留試験の結果、フロニカミド及び代謝物 E の

最大残留値はいずれもホップ（毬花）の 10.6 及び 0.95 mg/kg、代謝物 C 及び D の最

大残留値はいずれもからしな（可食部）の 1.38 及び 0.077 mg/kg であった。 

フロニカミド並びに代謝物 C、D、E 及び J を分析対象化合物とした畜産物残留試

験の結果、泌乳牛ではフロニカミドはいずれの試料においても検出限界又は定量限

界未満であり、代謝物 C、D、E 及び J の最大残留値はそれぞれ 0.0101 g/g（腎臓）、

0.124 g/g（肝臓及び脂肪）、0.173 g/g（腎臓）及び 0.0508 g/g（肝臓）であっ

た。フロニカミド並びに代謝物 D 及び E の合量の最大残留値は 0.310 g/g（腎臓）

であった。産卵鶏ではフロニカミド並びに代謝物 D 及び J の最大残留値は、それぞ

れ 0.0926 g/g（卵）、1.21 g/g（卵）及び 0.0155 g/g（筋肉）であり、代謝物 C

及び E はいずれの試料においても定量限界（0.01 g/g）未満であった。フロニカミ

ド並びに代謝物 D 及び E の合量の最大残留値は 1.31 g/g（卵）であった。 
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各種毒性試験結果から、フロニカミド投与による影響は主に肝臓（肝細胞肥大、

変異肝細胞巣等）、腎臓（慢性腎症、近位尿細管空胞化等：ラット）、肺（終末細

気管支上皮細胞過形成/肥大：マウス）及び血液（貧血）に認められた。神経毒性、

繁殖能に対する影響、遺伝毒性及び免疫毒性は認められなかった。 

マウスを用いた発がん性試験において、肺腫瘍の発生頻度増加が認められたが、

腫瘍の発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、評価に当たり閾値を設定する

ことは可能であると考えられた。 

ラットを用いた 2 世代繁殖試験において、親動物で卵巣絶対及び比重量減少、児

動物の雌で子宮絶対及び比重量減少並びに膣開口遅延が認められた。これらは血中

エストラジオール濃度の減少に関連した変化であるが、フロニカミドはエストロゲ

ン受容体へ直接関与するものではなく、繁殖能に悪影響を与えるほどのものではな

いと考えられた。 

ラットを用いた発生毒性試験において、頚肋骨の発生頻度増加が認められたが、

奇形はみられず、ウサギには変異及び奇形の発生は認められなかったことから、フ

ロニカミドに催奇形性はないと考えられた。 

植物体内運命試験及び畜産動物を用いた体内運命試験の結果、10%TRR を超える

代謝物として、植物では C 及び E（抱合体を含む。）、畜産動物の可食部では D 及

び E（抱合体を含む。）が認められた。代謝物 C、D、E 及び E 抱合体はラットで

も認められ、代謝物 C、D 及び E の急性毒性はいずれも弱く（LD50：2,000 mg/kg

体重超）、復帰突然変異試験の結果はいずれも陰性であり、代謝物 C 及び E を用い

た 90 日間亜急性毒性試験において毒性所見は認められなかった。一方、作物残留試

験及び畜産物残留試験の結果、代謝物 C、D 及び E はフロニカミドの残留値を上回

る場合があった。以上のことから、農産物中の暴露評価対象物質をフロニカミド並

びに代謝物 C 及び E、畜産物中の暴露評価対象物質をフロニカミド並びに代謝物 D

及び E とした。 

各試験における無毒性量等は表 37 に、単回経口投与等により惹起されると考えら

れる毒性影響等は表 38 にそれぞれ示されている。 

食品安全委員会農薬専門調査会は、各試験で得られた無毒性量のうち最小値は、

ラットを用いた 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験の 7.32 mg/kg 体重/日であったこ

とから、これを根拠として、安全係数 100 で除した 0.073 mg/kg 体重/日を一日摂取

許容量（ADI）と設定した。 

フロニカミドの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響に対する無毒

性量のうち最小値は、ラットを用いた発生毒性試験の 100 mg/kg 体重/日であり、認

められた所見は母動物に毒性影響が認められる用量における頚肋骨の発現頻度増加

であったが、その発現頻度の増加が著しいこと、及び母毒性は重篤でなく、発生毒性

が母毒性に起因するとは考えられなかったことから、妊婦又は妊娠している可能性の

ある女性に対する急性参照用量（ARfD）は、これを根拠として、安全係数 100 で除

した 1 mg/kg 体重と設定した。また、一般の集団に対しては、ラットを用いた急性
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神経毒性試験の無毒性量である 300 mg/kg 体重を根拠として、安全係数 100 で除し

た 3 mg/kg 体重を ARfD と設定した。 

 

ADI 0.073 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料） 慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種） ラット 

（期間） 2 年間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 7.32 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 

  

 

ARfD 3 mg/kg 体重 

※一般の集団  

（ARfD 設定根拠資料） 急性神経毒性試験 

（動物種） ラット 

（期間） 単回 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 300 mg/kg 体重 

（安全係数） 100 

  

ARfD 1 mg/kg 体重 

※妊婦又は妊娠している可能性のある女性 

（ARfD 設定根拠資料） 発生毒性試験 

（動物種） ラット 

（期間） 妊娠 6～19 日 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 100 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 

 

＜参考＞ 

＜JMPR、2015 年＞ 

ADI 0.07 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料） 慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種） ラット 

（期間） 2 年間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 7.32 mg/kg 体重/日 
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（安全係数） 100 

  

ARfD 設定の必要なし 

  

＜EPA、2005 年＞ 

cRfD 0.04 mg/kg 体重/日 

（cRfD 設定根拠資料） 2 世代繁殖試験 

（動物種） ラット 

（期間） 18 週間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 3.7 mg/kg 体重/日 

（不確実係数） 100 

  

aRfD 設定の必要なし 

  

＜EFSA、2010 年＞ 

ADI 0.025 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料） 発生毒性試験 

（動物種） ウサギ 

（期間） 妊娠 6～27 日 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 2.5 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 

  

ARfD 0.025 mg/kg 体重 

（ARfD 設定根拠資料） 発生毒性試験 

（動物種） ウサギ 

（期間） 妊娠 6～27 日 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 2.5 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 

  

＜APVMA、2012 年（ADI）、2017（ARfD）＞ 

ADI 0.025 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料） 発生毒性試験 

（動物種） ウサギ 

（期間） 妊娠 6～27 日 

（投与方法） 強制経口 
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（無毒性量） 2.5 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 

  

ARfD 設定の必要なし 

  

（参照 129～134） 
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表 37 各試験における無毒性量等 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 

(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 

(mg/kg 体重/日) 
備考 1) 

ラット 

90 日間 

亜急性 

毒性試験 

雄：0、50、200、1,000､

2,000 ppm 

雌：0、200、1,000、5,000  

ppm 

 

雄：12.1 

雌：72.3 

雄：60.0 

雌：340 

雄：腎尿細管好塩基性変

化等 

雌：腎近位尿細管細胞空胞

化等 

雄：0、3.08、12.1、60.0、

119 

雌：0、14.5、72.3、340 

90 日間 

亜急性 

神経毒性

試験 

0、200、1,000、10,000 

ppm 

 

雄：67 

雌：81 

雄：625 

雌：722 

雌雄：体重増加抑制等 

 

(亜急性神経毒性は認め

られない) 雄：0、13、67、625 

雌：0、16、81、722 

2 年間 

慢性毒性/ 

発がん性 

併合試験 

雄：0、50、100、200、

1,000 ppm 

雌：0、200、1,000、5,000  

ppm 

 

雄：7.32 

雌：44.1 

雄：36.5 

雌：219 

雌雄：慢性腎症の増加等 

 

 

(発がん性は認められな

い) 
雄：0、1.84、3.68、7.32、

36.5 

雌：0、8.92、44.1、219 

2 世代 

繁殖試験 

0、50、300、1,800 ppm 親動物： 

P 雄：18.3 

P 雌：28.2 

F1雄：20.7 

F1雌：30.5 

 

児動物： 

F1雄：109 

F1雌：28.2 

F2雄：125 

F2雌：30.5 

親動物 

P 雄：109 

P 雌：164 

F1雄：125 

F1雌：177 

 

児動物 

F1雄：－ 

F1雌：164 

F2雄：－ 

F2雌：177 

親動物 

雌雄：腎絶対又は比重量

増加等 

児動物 

雄：毒性所見なし 

雌：子宮絶対及び比重量

減少並びに膣開口遅延 

 

(繁殖能に対する影響は

認められない) 

P 雄：0、3.07、18.3、

109 

P 雌：0、4.67、28.2、

164 

F1雄：0、3.39、20.7、

125 

F1雌：0、4.95、30.5、

177 

発生毒性

試験 

0、20、100、500 母動物及び 

胎児：100 

母動物及び 

胎児：500 

母動物：肝絶対及び比重

量増加、小葉中心性肝細

胞肥大及び腎尿細管空胞

化 

胎児：頚肋骨の発現頻度

増加 

マウス 
90 日間 

亜急性 

毒性試験 

0、100、1,000、7,000 

ppm 

雄：15.3 

雌：192  

 

 

雄：154 

雌：1,250 

雌雄：小葉中心性肝細胞

肥大等 

雄：0、15.3、154、1,070 

雌：0、20.1、192、1,250 

18 か月間

発がん性

試験① 

0、250、750、2,250 ppm 雌雄：－ 雄：29 

雌：38 

雌雄：肺腫瘍の発生頻度

増加等 

 
雄：0、29、88、261 

雌：0、38、112、334 
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動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 

(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 

(mg/kg 体重/日) 
備考 1) 

18 か月間

発がん性

試験② 

0、10、25、80、250 ppm 

 

雄：10.0 

雌：11.8 

雄：30.3 

雌：36.3 

雌雄：肺終末細気管支上

皮細胞過形成/肥大 

 

(雄：肺細気管支肺胞上皮

腺腫及び肺細気管支肺胞

上皮腺腫及び癌の合計の

発生頻度増加) 

雄：0、1.20、3.14、10.0、

30.3 

雌：0、1.42、3.66、11.8、

36.3 

ウサギ 

発生毒性

試験 

0、2.5、7.5、25 母動物：7.5 

胎児：25 

母動物：25 

胎児：－ 

母動物：体重減少/増加抑

制等 

胎児：毒性所見なし 

 

(催奇形性は認められな

い) 

イヌ 90 日間 

亜急性 

毒性試験 

雄：0、3、8、20 

雌：0、3、8、20、50 

雄：20 

雌：20 

雄：－ 

雌：50 

雄：毒性所見なし 

雌：網状赤血球数増加等 

1 年間 

慢性毒性

試験 

0、3、8、20 雌雄：8 雌雄：20 雌雄：網状赤血球数増加

等 

ADI 

NOAEL：7.32 

SF：100 

ADI：0.073 

ADI 設定根拠資料 ラット 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験 

ADI：一日摂取許容量、NOAEL：無毒性量、SF：安全係数 

－：無毒性量又は最小毒性量は設定できなかった。 
1)：備考には最小毒性量で認められた所見の概要を示した。 
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表 38-1 単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響等 

（一般の集団） 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重) 

無毒性量及び急性参照用量設定に 

関連するエンドポイント 1) 

(mg/kg 体重) 

ラット 

急性毒性試験 

雌雄：625、1,250、

2,500、5,000 

雄：－ 

雌：625 

 

雌雄：運動活性低下、円背位、流涙等 

急性神経毒性試験 

雄：0、100、300、600、

1,000 

雌：0、100、300、1,000 

雄：600 

雌：300 

 

雌雄：着地時後肢開脚幅増加等 

ARfD 

NOAEL：300 

SF：100 

ARfD：3 

ARfD 設定根拠資料 ラット急性神経毒性試験 

ARfD：急性参照用量、NOAEL：無毒性量、SF：安全係数 

－：無毒性量は設定できなかった。 
1)：最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。 

 

 

表 38-2 単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響等 

（妊婦又は妊娠している可能性のある女性） 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重/日) 

無毒性量及び急性参照用量設定に 

関連するエンドポイント 1) 

(mg/kg 体重/日) 

ラット 発生毒性試験 

0、20、100、500 胎児：100 

 

胎児：頚肋骨の発現頻度増加 

ARfD 

NOAEL：100 

SF：100 

ARfD：1 

ARfD 設定根拠資料 ラット発生毒性試験 

ARfD：急性参照用量、NOAEL：無毒性量、SF：安全係数 
1)：最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。 
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＜別紙 1：代謝物/分解物略称＞  

記号 略称 化学名 

B TFNG-AM N -(4-trifluoromethylnicotinoyl)glycinamide 

C TFNG N -(4-trifluoromethylnicotinoyl)glycine 

D TFNA-AM 4-trifluoromethylnicotinamide 

E TFNA 4-trifluoromethylnicotinic acid 

F TFNA-OH 6-hydroxy-4-trifluoromethylnicotinic acid  

G IKI-220 N-Oxide N -cyanomethyl-4-trifluoromethylnicotinamide 1-oxide 

H TFNG N-Oxide N –(4-trifluoromethylnicotinoyl)glycine 1-oxide 

I TFNA-AM N-Oxide 4-trifluoromethylnicotinamide 1-oxide 

J OH-TFNA-AM 6-hydroxy-4-trifluoromethylnicotinamide 
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＜別紙 2：検査値等略称＞ 

略称 名称 

ai 有効成分量（active ingredient） 

APVMA オーストラリア農薬・動物用医薬品局 

AUC 薬物濃度曲線下面積 

BrdU 5-ブロモ-2’-デオキシウリジン 

Cmax 最高濃度 

CMC カルボキシメチルセルロース 

Cre クレアチニン 

EFSA 欧州食品安全機関 

EPA 米国環境保護庁 

FOB 機能観察総合評価 

FSH 卵胞刺激ホルモン 

GGT 
-グルタミルトランスフェラーゼ 

［=-グルタミルトランスペプチダーゼ（-GTP）］ 

Glu グルコース（血糖） 

Hb ヘモグロビン（血色素量） 

Ht ヘマトクリット値 

IgM 免疫グログリン M 

JMPR FAO/WHO 合同残留農薬専門家会議 

LC50 半数致死濃度 

LD50 半数致死量 

LH 黄体刺激ホルモン 

MC メチルセルロース 

MCH 平均赤血球血色素量 

MCHC 平均赤血球血色素濃度 

MCV 平均赤血球容積 

PEG ポリエチレングリコール 

PHI 最終使用から収穫までの日数 

PLT 血小板数 

RBC 赤血球数 

T1/2 消失半減期 

TAR 総投与（処理）放射能 

T.Bil 総ビリルビン 

T.Chol 総コレステロール 

TG トリグリセリド 

Tmax 最高濃度到達時間 
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略称 名称 

TRR 総残留放射能 

UDS 不定期 DNA 合成 
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＜別紙 3：作物残留試験成績（国内）＞ 

作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

小麦 

(玄麦) 

(露地) 

2009年度 

2 37.5WG 2 

7 

14 

28 

42 

56 

0.02 

0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

1.06 

1.61 

1.65 

1.25 

0.63 

0.53 

1.06 

1.09 

1.09 

0.57 

0.08 

0.13 

0.23 

0.28 

0.19 

0.05* 

0.08 

0.13 

0.17 

0.12 

0.59* 

0.90* 

1.24* 

1.26* 

0.69* 

未成熟 

とうもろこし 

(種子) 

(露地) 

2010、2016年度 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

2 

2 

76～ 

100WG 
2 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

49 

56 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.09 

0.10 

0.15 

0.18 

0.10 

0.03 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.06 

0.07 

0.08 

0.07 

0.05* 

0.02* 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02* 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

0.09* 

0.10* 

0.11* 

0.10* 

0.08* 

0.05* 

<0.04 

<0.04 

<0.04 

だいず 

(乾燥子実) 

(露地) 

2009年度 

2 
75～

99WG 
2 

7 

28 

42 

56 

70 

84 

<0.01 

0.23 

0.07 

0.05 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.15 

0.04 

0.03 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.18 

0.17 

0.26 

0.22 

0.12 

<0.01 

0.11 

0.14 

0.24 

0.20 

0.09 

<0.02 

0.44 

0.77 

1.31 

0.89 

0.30 

<0.02 

0.30 

0.62 

1.04 

0.80 

0.27 

<0.04 

0.57 

0.80 

1.31 

1.00 

0.36 

あずき 

(乾燥子実) 

(露地) 

2009年度 

2 
75～

100WG 
2 

7 

14 

28 

35 

42 

49 

56 

0.02 

0.09 

0.33 

0.20 

0.05 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.05 

0.16 

0.10 

0.03 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.04 

0.60 

0.91 

1.21 

0.95 

0.48 

0.02* 

0.04 

0.39 

0.77 

1.11 

0.87 

0.44 

0.06 

0.14 

0.96 

1.02 

1.07 

0.56 

0.26 

0.04* 

0.13 

0.59 

0.77 

0.87 

0.53 

0.21 

0.07* 

0.22 

1.13 

1.64 

2.01 

1.41* 

0.65* 

ばれいしょ 

(塊茎) 

(露地) 

2000、2003、 

2006、2008年度 

10 

10 

6 

2 

6 

50～

150WG 
2 

7 

14 

21 

28 

30 

0.02 

0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

0.04 

0.07 

0.04 

0.01 

0.06 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.01* 

0.03* 

0.05 

0.07 

0.05 

0.02 

0.06 

0.03* 

0.03* 

0.03* 

0.02* 

0.03* 

0.05* 

0.06* 

0.06* 

0.04* 

0.07* 

さといも 

(塊茎) 

(露地) 

2010年度 

2 
91～ 

97WG 
2 

7 

14 

21 

28 

45 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01* 

<0.01 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.04 

<0.04 

<0.04 

0.04* 

<0.04 

やまのいも 

(塊茎) 

(露地) 

2009年度 

2 
96～ 

100WG 
2 

3 a 

7 

14 

21 

28 

42 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01 

0.01 

0.02 

0.02 

0.02 

0.02 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.02* 

0.02* 

0.01* 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

0.04* 

0.04* 

0.04* 

0.05* 

0.05* 

0.04* 
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作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

こんにゃく 

(球茎) 

(露地) 

2014年度 

3 

3 

3 

3 

3 

2 

1 

2 

1 

2 

1 

125～

137WG 
2 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

44 

56 

58 

65 

70 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01 

0.01 

0.01 

0.01 

<0.01 

0.01 

<0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

<0.01 

0.01* 

<0.01 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.04 

0.04* 

0.04* 

0.04* 

0.04* 

<0.04 

0.04* 

<0.04 

0.04* 

<0.04 

<0.04 

てんさい 

(根部) 

(露地) 

2014年度 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

94～

100WG 
2 

14 

28 

42 

56 

70 

84 

98 

99 

100 

112 

113 

114 

126 

127 

128 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.03 

0.04 

0.13 

0.12 

0.14 

0.06 

0.11 

0.05 

0.05 

0.10 

0.06 

0.05 

0.14 

0.06 

0.01* 

0.02 

0.03 

0.12 

0.11 

0.11 

0.06 

0.11 

0.05 

0.05 

0.10 

0.06 

0.05 

0.14 

0.06 

0.02 

0.04 

0.02 

0.07 

0.05 

0.06 

<0.02 

0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02 

<0.02 

0.02* 

0.03 

0.02 

0.06 

0.05 

0.05 

<0.02 

0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02 

<0.02 

0.04* 

0.06* 

0.06* 

0.18* 

0.17* 

0.17* 

0.09* 

0.14* 

0.08* 

0.08* 

0.13* 

0.09* 

0.08* 

0.17* 

0.09* 

だいこん 

(根部) 

(露地) 

2008年度 

2 
75～ 

100WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

49 

0.02 

0.02 

0.02 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01 

0.02* 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.02 

0.04 

0.06 

0.07 

0.08 

0.02 

0.02 

0.02 

0.02* 

0.02* 

0.03* 

0.04 

0.05 

0.05 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.04* 

0.05* 

0.05* 

0.06* 

0.07* 

0.07* 

0.04* 

0.04* 

0.04* 

だいこん 

(葉部) 

(露地) 

2008年度 

2 
75～ 

100WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

49 

2.08 

1.38 

0.42 

0.24 

0.06 

<0.05 

<0.05 

<0.05 

<0.05 

1.56 

1.12 

0.35 

0.13 

0.04* 

0.04* 

0.03* 

0.03* 

0.03* 

0.10 

0.13 

0.08 

0.10 

<0.05 

<0.05 

<0.05 

<0.05 

<0.05 

0.07* 

0.09 

0.07 

0.07 

0.04* 

0.03* 

0.03* 

0.03* 

0.03* 

0.11 

0.13 

0.19 

0.23 

0.23 

0.19 

<0.06 

<0.06 

<0.06 

0.07* 

0.08* 

0.12* 

0.14 

0.19 

0.16 

0.05* 

0.05* 

0.04* 

1.69* 

1.28* 

0.54* 

0.34* 

0.27* 

0.23* 

0.11* 

0.11* 

0.10* 

はくさい 

(茎葉) 

(露地) 

2006年度 

2 
125～

150WG 
2 

1 

3 

7 

14 

0.67 

0.28 

0.31 

0.19 

0.34 

0.17 

0.17 

0.11 

0.10 

0.08 

0.32 

0.30 

0.06 

0.07 

0.16 

0.17 

0.04 

0.05 

0.08 

0.12 

0.03* 

0.03 

0.06 

0.08 

0.43* 

0.27 

0.39 

0.35 
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作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

キャベツ 

(葉球) 

(露地) 

2006年度 

2 150WG 2 

1 

3 

7 

14 

0.27 

0.13 

0.05 

<0.01 

0.15 

0.07 

0.03 

<0.01 

0.16 

0.17 

0.24 

0.23 

0.08 

0.10 

0.14 

0.11* 

0.07 

0.10 

0.16 

0.22 

0.04* 

0.05* 

0.09* 

0.10* 

0.26* 

0.22* 

0.25* 

0.22* 

カリフラワー 

(花蕾) 

(露地) 

2009年度 

2 
92～ 

143WG 
2 

1 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

0.30 

0.05 

0.02 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.20 

0.03 

0.02* 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.04 

0.07 

0.19 

0.25 

0.21 

0.20 

0.15 

0.03 

0.05 

0.12 

0.15 

0.15 

0.14 

0.07 

<0.02 

0.02 

0.07 

0.16 

0.13 

0.18 

0.14 

<0.02 

0.02* 

0.04 

0.08 

0.08 

0.11 

0.08 

0.24 

0.10* 

0.17* 

0.23* 

0.23* 

0.26* 

0.16* 

ブロッコリー 

(葉を除く花蕾) 

(露地) 

2007年度 

2 150WG 2 

1 

3 

7 

14 

1.32 

0.86 

0.64 

0.38 

1.08 

0.77 

0.55 

0.18 

0.29 

0.33 

0.38 

0.55 

0.22 

0.26 

0.33 

0.47 

0.06 

0.08 

0.17 

0.32 

0.03 

0.04 

0.08 

0.18 

1.34 

1.07 

0.96 

0.83 

みずな 

(茎葉) 

(施設) 

2009年度 

2 
49～ 

50WG 
2 

1 

3 

7 

14 

1.88 

1.16 

0.77 

0.33 

1.49 

1.13 

0.73 

0.27 

0.24 

0.52 

0.67 

0.70 

0.15 

0.29 

0.39 

0.38 

0.08 

0.13 

0.26 

0.37 

0.05* 

0.07 

0.14 

0.20 

1.68* 

1.49 

1.25 

0.85 

のざわな 

(茎葉) 

(施設) 

2009年度 

2 
45～ 

50WG 
2 

1 

3 

7 

14 

0.49 

0.25 

0.08 

0.05 

0.36 

0.23 

0.07 

0.03* 

0.04 

0.06 

0.07 

0.09 

0.04 

0.06 

0.06 

0.07 

<0.02 

0.02 

0.02 

0.02 

<0.02 

0.02* 

0.02 

0.02 

0.42* 

0.31* 

0.15 

0.12* 

こまつな 

(茎葉) 

(施設) 

2009年度 

2 
43～ 

50WG 
2 

1 

3 

7 

14 

1.62 

1.07 

0.58 

0.29 

1.37 

0.82 

0.34 

0.13 

0.32 

0.40 

0.36 

0.06 

0.17 

0.20 

0.21 

0.06 

0.14 

0.22 

0.31 

0.11 

0.08* 

0.11 

0.17 

0.08 

1.62* 

1.13 

0.72 

0.26 

なばな 

(茎葉) 

(施設) 

2014年度 

2 
45～

46WG 
2 

1 

3 

7 

14 

1.70 

0.88 

0.25 

0.04 

0.97 

0.55 

0.17 

0.03 

0.08 

0.07 

0.08 

0.11 

0.06 

0.07 

0.08 

0.08 

0.02 

0.02 

0.04 

0.06 

0.02 

0.02 

0.03 

0.05 

1.05 

0.64 

0.27 

0.15 

オータムポエム 

(茎葉) 

(施設) 

2014、2015年度 

2 
46～

47WG 
2 

1 

3 

7 

14 

4.32 

4.28 

2.74 

1.45 

3.02 

2.62 

1.47 

0.77 

0.23 

0.35 

0.50 

0.72 

0.17 

0.24 

0.33 

0.43 

0.02 

0.02 

0.05 

0.07 

0.02 

0.02 

0.04 

0.06 

3.21 

2.88 

1.83 

1.25 

ごぼう 

(根部) 

(露地) 

2009年度 

2 
88～ 

100WG 
2 

3 

7 

14 

21 

28 

42 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.04 

0.05 

0.05 

0.03 

0.03 

0.02* 

0.02* 

0.03* 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.02 

0.02 

0.04 

0.02 

0.02 

0.02 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.02 

0.02* 

0.05* 

0.05* 

0.06* 

0.05* 

0.05* 

0.05* 

しゅんぎく 

(茎葉) 

(施設) 

2015年度 

3 
50～

60WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

3.57 

3.04 

1.85 

1.00 

0.43 

3.39 

2.86 

1.66 

0.79 

0.36 

0.17 

0.21 

0.23 

0.22 

0.17 

0.10 

0.12 

0.15 

0.15 

0.12 

0.02 

0.02 

0.02 

0.04 

0.05 

0.02 

0.02 

0.02 

0.03 

0.03 

3.51 

2.99 

1.82 

0.97 

0.50 
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作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

レタス 

(茎葉) 

(施設) 

2006年度 

2 
125～ 

150WG 
2 

1 

3 

7 

14 

0.79 

0.43 

0.56 

0.31 

0.56 

0.31 

0.25 

0.16 

0.02 

0.02 

0.06 

0.05 

0.01 

0.01* 

0.03* 

0.03* 

0.02 

0.04 

0.08 

0.12 

0.02* 

0.03 

0.05 

0.07 

0.59* 

0.35* 

0.33* 

0.26* 

リーフレタス 

(茎葉) 

(露地) 

2006年度 

2 
100～ 

150WG 
2 

1 

3 

7 

14 

7.48 

3.96 

0.78 

0.36 

6.59 

3.81 

0.58 

0.19 

0.41 

0.47 

0.31 

0.14 

0.28 

0.31 

0.21 

0.10 

0.12 

0.18 

0.12 

0.14 

0.10 

0.14 

0.10 

0.10 

6.97 

4.26 

0.89 

0.38 

サラダ菜 

(茎葉) 

(施設) 

2006年度 

2 
75～ 

100WG 
2 

1 

3 

7 

14 

2.21 

2.58 

0.54 

1.51 

1.56 

1.80 

0.44 

0.75 

0.12 

0.17 

0.14 

0.20 

0.09 

0.11 

0.11 

0.12 

0.13 

0.07 

0.20 

0.22 

0.07 

0.06 

0.12 

0.14 

1.72 

1.97 

0.67 

1.01 

食用ぎく 

(花器全体) 

(施設) 

2011年度 

2 50WG 2 

3 a 

7 

14 

2.32 

0.80 

0.27 

1.66 

0.77 

0.22 

0.03 

0.03 

0.04 

0.02 

0.02 

0.03 

0.05 

0.08 

0.12 

0.05 

0.07 

0.10 

1.72 

0.86 

0.35 

きく 

(葉) 

(施設) 

2011年度 

2 50WG 2 

7 a 

14 

21 

30 

3.28 

0.67 

0.11 

0.07 

2.38 

0.43 

0.09 

0.05 

0.10 

0.08 

0.03 

0.03 

0.08 

0.06 

0.03 

0.02 

0.10 

0.06 

0.06 

0.03 

0.09 

0.06 

0.05 

0.03 

2.55 

0.55 

0.16 

0.09 

すいぜんじな 

(茎葉) 

(施設) 

2013年度 

2 38WG 2 

3 a 

7 

14 

1.56 

0.68 

0.18 

1.21 

0.67 

0.13 

0.31 

0.18 

0.08 

0.21 

0.15 

0.07 

0.10 

0.08 

0.11 

0.09 

0.07 

0.08 

1.50 

0.88 

0.27 

たまねぎ 

(鱗茎) 

(露地) 

2009年度 

2 100WG 2 

1 a 

7 

14 

21 

28 

35 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.03 

0.03 

0.03 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

<0.02 

<0.02 

0.02 

0.02 

0.02 

0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02* 

0.02* 

0.02 

0.02 

<0.04 

<0.04 

0.04* 

0.05* 

0.05* 

0.04* 

ねぎ 

(茎葉) 

(露地) 

2006年度 

2 

600Ga 

＋ 

200WG 

×3 

4a 

1 

3 

7 

14 

0.96 

0.78 

0.39 

0.07 

0.59 

0.47 

0.21 

0.04 

0.04 

0.06 

0.06 

0.04 

0.03 

0.04 

0.04 

0.03 

0.42 

0.60 

0.53 

0.42 

0.19 

0.28 

0.27 

0.21 

0.80 

0.79 

0.52 

0.28 

アスパラガス 

(若茎) 

(施設) 

2008年度 

2 
100～ 

150WG 
3 

1 

3 

7 

14 

0.09 

0.03 

<0.01 

<0.01 

0.07 

0.03 

<0.01 

<0.01 

0.35 

0.51 

0.76 

0.69 

0.32 

0.35 

0.52 

0.39 

0.12 

0.09 

0.17 

0.22 

0.09 

0.09 

0.13 

0.13 

0.47 

0.46 

0.66* 

0.53* 

パセリ 

(茎葉) 

(施設) 

2009、2010年度 

2 
90～

91WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

7.69 

6.11 

4.08 

1.12 

0.19 

5.51 

4.73 

2.47 

0.62 

0.12 

0.44 

0.70 

0.96 

1.46 

1.74 

0.41 

0.68 

0.93 

1.08 

1.14 

0.02 

0.05 

0.07 

0.12 

0.18 

0.02 

0.04 

0.06 

0.11 

0.16 

5.94 

5.45 

3.46 

1.81 

1.42 

みつば 

(可食部) 

(施設) 

2007年度 

2 150WG 2 

3 

7 

14 

0.92 

1.75 

0.98 

0.56 

1.48 

0.57 

0.08 

0.65 

0.66 

0.07 

0.40 

0.36 

0.15 

0.34 

0.30 

0.12 

0.28 

0.20 

0.75 

2.15 

1.12 
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作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

ミニトマト 

(果実) 

(施設) 

2003年度 

2 
100～ 

150WG 
3 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

0.32 

0.24 

0.33 

0.35 

0.27 

0.16 

0.14 

0.09 

0.21 

0.20 

0.22 

0.23 

0.19 

0.15 

0.11 

0.06 

0.09 

0.10 

0.18 

0.31 

0.54 

0.72 

0.70 

0.73 

0.07 

0.08 

0.14 

0.22 

0.36 

0.45 

0.47 

0.46 

<0.02 

<0.02 

0.02 

0.02 

0.04 

0.04 

0.05 

0.05 

<0.02 

<0.02 

0.02* 

0.02* 

0.03* 

0.03* 

0.03* 

0.03* 

0.29 

0.30 

0.38 

0.47 

0.57 

0.63 

0.61 

0.56 

ピーマン 

(果実) 

(施設) 

2010年度 

2 
93～ 

141WG 
2 

1  

3 

7 

14 

21 

28 

35 

0.96 

0.92 

0.58 

0.26 

0.05 

0.02 

<0.01 

0.66 

0.60 

0.40 

0.17 

0.04 

0.02* 

<0.01 

0.13 

0.19 

0.29 

0.61 

0.93 

0.45 

0.36 

0.10 

0.14 

0.23 

0.45 

0.62 

0.43 

0.35 

0.07 

0.10 

0.19 

0.25 

0.26 

0.18 

0.13 

0.07 

0.09 

0.16 

0.22 

0.24 

0.14 

0.09 

0.82 

0.83 

0.79 

0.84 

0.90 

0.59* 

0.45* 

なす 

(果実) 

(施設) 

2001年度 

2 150WG 2 

1 

3 

7 

0.22 

0.17 

0.09 

0.17 

0.14 

0.05 

0.10 

0.17 

0.29 

0.08 

0.12 

0.20 

0.02 

0.05 

0.08 

0.02 

0.05 

0.07 

0.27 

0.31 

0.31 

なす 

(果実) 

(施設) 

2003年度 

2 100WG 3 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

0.29 

0.23 

0.07 

0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.23 

0.16 

0.06 

0.01* 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.48 

0.66 

0.92 

0.79 

0.71 

0.50 

0.34 

0.24 

0.38 

0.46 

0.67 

0.67 

0.59 

0.40 

0.24 

0.18 

0.25 

0.17 

0.20 

0.34 

0.23 

0.13 

0.10 

0.07 

0.16 

0.15 

0.18 

0.20 

0.15 

0.09 

0.07 

0.04 

0.77 

0.77 

0.90 

0.88 

0.75 

0.50 

0.32 

0.22 

なす 

(果実) 

(施設) 

2005年度 

2 

0.02G  

g ai/株a 

+ 

100WG 

×3 

4a 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

0.32 

0.19 

0.09 

0.03 

0.02 

<0.01 

0.23 

0.17 

0.06 

0.02 

0.02* 

<0.01 

0.56 

0.63 

0.86 

0.75 

0.63 

0.35 

0.39 

0.42 

0.55 

0.49 

0.45 

0.26 

0.13 

0.14 

0.23 

0.20 

0.17 

0.10 

0.11 

0.12 

0.15 

0.13 

0.11 

0.07 

0.73 

0.71 

0.76 

0.64 

0.58 

0.34 

ししとう 

(果実) 

(施設) 

2010、2011年度 

2 100WG 3 

1 

7 

14 

21 

28 

35 

0.85 

0.39 

0.06 

<0.05 

<0.05 

<0.05 

0.81 

0.29 

0.06* 

<0.05 

<0.05 

<0.05 

0.67 

1.20 

1.32 

1.68 

0.82 

0.43 

0.65 

1.01 

1.17 

1.32 

0.79 

0.41 

0.24 

0.43 

0.41 

0.18 

0.10 

<0.06 

0.22 

0.34 

0.32 

0.16 

0.09 

<0.06 

1.65 

1.65 

1.55* 

1.55* 

0.90* 

0.50* 

きゅうり 

(果実) 

(施設) 

2000年度 

2003年度 

4 

4 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

100～ 

150WG 
3 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

0.18 

0.16 

0.08 

0.02 

0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

0.13 

0.12 

0.06 

0.02 

0.01* 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

0.21 

0.24 

0.23 

0.11 

0.08 

0.07 

0.06 

0.04 

0.10 

0.12 

0.14 

0.09 

0.06 

0.06 

0.04 

0.04 

0.18 

0.18 

0.28 

0.19 

0.18 

0.12 

0.07 

0.06 

0.09 

0.11 

0.17 

0.17 

0.12 

0.08 

0.05 

0.04 

0.32 

0.34 

0.37 

0.27 

0.19* 

0.14* 

0.10* 

0.09* 
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作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

ズッキーニ 

(果実) 

(施設) 

2016年度 

2 
90～

150WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

0.17 

0.12 

0.06 

0.02 

<0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

0.13 

0.08 

0.04* 

0.02* 

<0.01 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.03 

0.05 

0.06 

0.06 

0.04 

0.03 

0.03 

0.02 

0.03 

0.05 

0.06 

0.05 

0.03 

0.02* 

0.02* 

0.05 

0.07 

0.08 

0.12 

0.13 

0.10 

0.06 

0.06 

0.04 

0.06 

0.07 

0.09 

0.09 

0.06 

0.04* 

0.04* 

0.19 

0.17 

0.15* 

0.16* 

0.14* 

0.10* 

0.07* 

0.07* 

しろうり 

(果実) 

(施設) 

2011年度 

2 
75～

144WG 
2 

1 

3 

7 

14 

28 

42 

56 

0.12 

0.11 

0.03 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.10 

0.10 

0.03 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.06 

0.07 

0.12 

0.15 

0.05 

0.01 

<0.01 

0.06 

0.07 

0.10 

0.12 

0.04 

0.01* 

<0.01 

0.08 

0.12 

0.18 

0.18 

0.07 

0.04 

<0.02 

0.08 

0.10 

0.17 

0.16 

0.06 

0.03 

<0.02 

0.23 

0.26 

0.30 

0.28* 

0.11* 

0.05* 

<0.04 

すいか 

(果実) 

(施設) 

2006年度 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

0.02G 

 g ai/株a 

＋ 

25～ 

100WG 

×2 

3a 

1 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

0.01 

0.04 

0.03 

0.04 

0.04 

0.05 

<0.01 

0.01* 

0.02* 

0.02* 

0.03* 

0.02* 

0.03* 

<0.01 

0.01 

0.02 

0.02 

0.01 

0.02 

0.01 

<0.01 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

<0.01 

0.13 

0.44 

0.79 

0.36 

0.48 

0.32 

0.22 

0.12 

0.28 

0.44 

0.32 

0.41 

0.22 

0.18 

0.14* 

0.31* 

0.47* 

0.35* 

0.44* 

0.26* 

0.20* 

すいか 

(果実) 

(施設) 

2016年度 

2 
134～

142WG 
2 

1 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

0.04 

0.02 

0.03 

0.03 

0.02 

0.02 

0.01 

0.03 

0.02 

0.02 

0.03 

0.02 

0.02* 

0.01* 

<0.01 

0.01 

0.02 

0.03 

0.04 

0.03 

0.03 

<0.01 

0.01* 

0.02 

0.03 

0.04 

0.03 

0.03 

0.44 

0.73 

0.83 

0.64 

0.59 

0.48 

0.42 

0.30 

0.57 

0.69 

0.50 

0.46 

0.39 

0.30 

0.34 

0.60 

0.73 

0.55 

0.52 

0.43 

0.34 

すいか 

(果肉) 

(施設) 

2016年度 

2 
134～

142WG 
2 

1 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

0.01 

0.02 

0.02 

0.03 

0.02 

0.02 

0.01 

0.01* 

0.02* 

0.02* 

0.03 

0.02 

0.02 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.17 

0.34 

0.43 

0.29 

0.29 

0.35 

0.35 

0.14 

0.32 

0.43 

0.27 

0.28 

0.27 

0.28 

0.16* 

0.35* 

0.45* 

0.30* 

0.31 

0.30 

0.30* 

メロン 

(果肉) 

(露地) 

2001年度 

2 300WG 3a 

1 

3 

7 

0.04 

0.03 

0.02 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.03 

0.04 

0.05 

0.02 

0.03 

0.04 

0.14 

0.17 

0.20 

0.08 

0.10 

0.13 

0.12* 

0.14* 

0.18* 

メロン 

(果実) 

(露地) 

2003年度 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

125～ 

150WG 
2 

1 

7 

14 

28 

42 

50 

0.03 

0.04 

0.05 

0.07 

0.02 

<0.01 

0.02 

0.02 

0.03 

0.05 

0.02 

<0.01 

<0.01 

0.03 

0.07 

0.15 

0.17 

0.10 

<0.01 

0.02 

0.05 

0.10 

0.12 

0.07 

0.04 

0.10 

0.25 

0.56 

0.42 

0.32 

0.03 

0.09 

0.18 

0.43 

0.38 

0.29 

0.06* 

0.13 

0.27 

0.58 

0.51 

0.37* 



60 

作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

メロン 

(果肉) 

(施設) 

2010年度 

2 

0.0175  

g ai/m3 

くん煙 

2 

1 

7 

14 

45 

52 

59 

0.02 

0.04 

0.04 

0.05 

0.03 

0.03 

0.02* 

0.03 

0.03 

0.03* 

0.02* 

0.02* 

0.02 

0.05 

0.09 

0.09 

0.10 

0.10 

0.02* 

0.03* 

0.06 

0.07 

0.08 

0.08 

0.22 

0.48 

0.77 

0.70 

0.70 

0.61 

0.12 

0.29 

0.46 

0.47 

0.51 

0.51 

0.15* 

0.34* 

0.54 

0.56* 

0.61* 

0.61* 

漬物用メロン 

(果実) 

(施設) 

2014年度 

2 
80～

140WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

0.14 

0.13 

0.06 

0.01 

<0.01 

0.12 

0.11 

0.06 

0.01* 

<0.01 

0.10 

0.11 

0.20 

0.15 

0.17 

0.08 

0.11 

0.19 

0.13 

0.13 

0.37 

0.40 

0.78 

0.56 

0.34 

0.25 

0.32 

0.56 

0.43 

0.29 

0.45 

0.54 

0.81 

0.57* 

0.43* 

にがうり 

(果実) 

(施設) 

2016年度 

2 
91～

139WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

0.23 

0.18 

0.09 

0.02 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.20 

0.17 

0.08 

0.02* 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.07 

0.14 

0.26 

0.27 

0.12 

0.11 

0.09 

0.07 

0.11 

0.22 

0.22 

0.11 

0.09 

0.07 

0.12 

0.14 

0.29 

0.19 

0.14 

0.11 

0.06 

0.11 

0.13 

0.26 

0.19 

0.11 

0.09 

0.04 

0.38 

0.41 

0.56 

0.43* 

0.23* 

0.19* 

0.13* 

ほうれんそう 

(茎葉) 

(施設) 

2015、2016年度 

6 
39～

58WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

5.40 

4.46 

3.20 

1.13 

0.48 

3.07 

2.43 

1.64 

0.51 

0.23 

0.13 

0.14 

0.21 

0.17 

0.17 

0.07 

0.09 

0.14 

0.09 

0.08 

0.13 

0.16 

0.30 

0.17 

0.20 

0.10 

0.11 

0.16 

0.11 

0.11 

3.24 

2.63 

1.94 

0.70 

0.41 

オクラ 

(果実) 

(施設) 

2013、2014年度 

2 75WG 3 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

0.35 

0.24 

0.07 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.32 

0.22 

0.05 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.06 

0.07 

0.06 

0.03 

0.02 

0.01 

<0.01 

0.05 

0.06 

0.05 

0.03 

0.02 

0.01* 

<0.01 

3.30 

3.68 

3.32 

1.51 

1.57 

0.76 

0.32 

2.85 

3.07 

2.99 

1.46 

1.33 

0.57 

0.25 

3.22 

3.35 

3.08 

1.50* 

1.36* 

0.59* 

0.27* 

未成熟えんどう 

(さや) 

(施設) 

2016年度 

2 
84～

150WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

0.75 

0.71 

0.41 

0.13 

0.04 

<0.01 

<0.01 

0.73 

0.59 

0.36 

0.12 

0.03 

<0.01 

<0.01 

0.04 

0.06 

0.10 

0.17 

0.17 

0.19 

0.17 

0.04 

0.05 

0.10 

0.15 

0.12 

0.12 

0.11 

0.06 

0.11 

0.20 

0.40 

0.48 

0.53 

0.54 

0.06 

0.10 

0.19 

0.37 

0.47 

0.48 

0.47 

0.82 

0.74 

0.54 

0.63 

0.61 

0.61* 

0.59* 

いんげんまめ 

(乾燥子実) 

(露地) 

2006、 

2007年度 

2 
75～ 

150WG 
2 

7 

28 

35 

42 

49 

56 

0.02 

0.04 

0.03 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.02* 

0.02* 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.06 

0.06 

0.03 

0.02 

0.02 

0.02* 

0.04 

0.04 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.49 

1.38 

1.43 

0.66 

0.68 

0.74 

0.24 

1.08 

1.01 

0.56 

0.48 

0.42 

0.27* 

1.14* 

1.06* 

0.58* 

0.51* 

0.45* 

未成熟いんげん 

(さや) 

(施設) 

2014、2016年度 

4 

4 

4 

4 

4 

1 

1 

86～

91WG 
2 

1 

3 

7 

14 

21 

28 

35 

0.91 

0.87 

0.73 

0.50 

0.13 

0.04 

0.02 

0.42 

0.42 

0.38 

0.23 

0.05* 

0.04 

0.02 

0.06 

0.08 

0.17 

0.29 

0.36 

0.07 

0.06 

0.05 

0.07 

0.11 

0.17 

0.16 

0.07 

0.06 

0.34 

0.37 

0.68 

0.94 

1.14 

0.31 

0.30 

0.22 

0.28 

0.47 

0.66 

0.63 

0.31 

0.29 

0.68 

0.76 

0.96 

1.06 

0.83 

0.42 

0.37 



61 

作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

えだまめ 

(さや花梗除去) 

(露地) 

2006、 

2007年度 

2 100WG 2 

7 

14 

28 

35 

42 

49 

0.57 

0.28 

0.11 

0.06 

<0.01 

<0.01 

0.50 

0.25 

0.05* 

0.03* 

<0.01 

<0.01 

0.22 

0.22 

0.24 

0.18 

0.03 

0.03 

0.15 

0.16 

0.14 

0.14 

0.02 

0.02 

1.24 

1.31 

1.10 

0.88 

0.17 

0.13 

0.93 

0.92 

0.80 

0.69 

0.15 

0.11 

1.57 

1.32 

0.99* 

0.86* 

0.18* 

0.14* 

れんこん 

(塊茎) 

(露地) 

2005年度 

2 300G 2 

14 

28 

42 

56 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.02 

0.01 

0.02 

<0.01 

0.01* 

0.01* 

0.02* 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.04 

0.04* 

0.04* 

0.05* 

くわい 

(塊茎) 

(露地) 

2009、2012、2013 

年度 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

150WG 3 

21 

28 

35 

42 

56 

70 

75 

84 

89 

98 

112 

126 

140 

<0.05 

<0.05 

<0.05 

0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.03* 

0.03* 

0.03* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.01* 

0.26 

0.20 

0.20 

0.29 

0.33 

0.29 

0.76 

0.29 

0.80 

0.17 

0.17 

0.05 

0.03 

0.16 

0.15 

0.15 

0.23 

0.26 

0.28 

0.74 

0.29 

0.79 

0.17 

0.17 

0.05 

0.03 

<0.06 

<0.06 

<0.06 

0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

0.04* 

0.04* 

0.04* 

0.02* 

<0.02 

0.02* 

0.02 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.02* 

0.23* 

0.22* 

0.22* 

0.26* 

0.29* 

0.31* 

0.77* 

0.32* 

0.82* 

0.20* 

0.20* 

0.08* 

0.06* 

やまのいも 

(むかご) 

(肉芽) 

(露地) 

2014年度 

2 
90～

97WG 
2 

3a 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

0.22 

0.16 

0.12 

0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

0.18 

0.10 

0.08 

0.01* 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

0.34 

0.51 

1.05 

0.81 

0.86 

0.94 

0.58 

0.26 

0.44 

0.87 

0.69 

0.67 

0.71 

0.48 

0.02 

0.04 

0.08 

0.08 

0.10 

0.12 

0.07 

0.02 

0.03 

0.07 

0.08 

0.08 

0.09 

0.06 

0.46 

0.57 

1.01 

0.78* 

0.75* 

0.80* 

0.55* 

おかひじき 

(可食部) 

(施設) 

2014年度 

2 38WG 2 

3 

7 

14 

1.59 

1.40 

1.29 

1.52 

1.13 

0.74 

0.017 

0.030 

0.065 

0.016 

0.025 

0.043 

<0.006 

<0.006 

0.010 

<0.006 

<0.006 

0.008* 

1.54 

1.16 

0.79* 

みかん 

(果肉) 

(施設) 

2008～2010年度 

5 

6 

5 

5 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

500～ 

700WG 
2 

3a 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

56 

60 

90 

120 

0.24 

0.27 

0.23 

0.25 

0.27 

0.26 

0.26 

0.25 

0.09 

0.04 

0.02 

0.13 

0.12 

0.15 

0.14 

0.23 

0.24 

0.14 

0.13 

0.09 

0.03 

0.02 

0.02 

0.03 

0.06 

0.10 

0.17 

0.21 

0.19 

0.29 

0.16 

0.17 

0.17 

0.01* 

0.02* 

0.03 

0.05 

0.12 

0.14 

0.11 

0.15 

0.11 

0.16 

0.17 

0.02 

0.05 

0.10 

0.12 

0.16 

0.16 

0.12 

0.10 

0.08 

0.06 

0.04 

0.02* 

0.03* 

0.05 

0.07 

0.12 

0.11 

0.07 

0.06 

0.06 

0.04 

0.02 

0.16* 

0.17* 

0.23 

0.27 

0.46 

0.49 

0.32 

0.33 

0.26 

0.23 

0.21 

なつみかん 

(果実全体) 

(露地) 

2001年度 

2 
400～ 

600WG 
3 

14 

21 

28 

0.46 

0.29 

0.32 

0.25 

0.16 

0.18 

0.02 

0.02 

0.02 

0.01* 

0.02* 

0.02 

0.04 

0.06 

0.06 

0.03 

0.04 

0.04 

0.29* 

0.21* 

0.23 



62 

作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

すだち 

(果実全体) 

(露地) 

2001年度 

1 400WG 3 

14 

21 

28 

0.57 

0.21 

0.15 

0.54 

0.21 

0.15 

0.28 

0.15 

0.18 

0.26 

0.15 

0.17 

0.34 

0.36 

0.36 

0.32 

0.36 

0.34 

1.12 

0.72 

0.66 

かぼす 

(果実全体) 

(露地) 

2001年度 

1 640WG 3 

14 

21 

28 

0.50 

0.32 

0.23 

0.50 

0.32 

0.23 

0.25 

0.29 

0.31 

0.24 

0.29 

0.31 

0.32 

0.36 

0.38 

0.32 

0.35 

0.38 

1.06 

0.96 

0.92 

りんご 

(果実) 

(露地) 

2001、 

2003年度 

4 

2 

4 

2 

175～

313WG 
2 

14 

21 

28 

42 

0.36 

0.07 

0.28 

0.13 

0.11 

0.06 

0.10 

0.09 

0.02 

<0.01 

0.03 

0.02 

0.01* 

<0.01 

0.01* 

0.02 

0.05 

0.04 

0.05 

0.04 

0.03 

0.03 

0.04 

0.04 

0.15* 

0.10* 

0.15* 

0.14 

なし 

(果実) 

(露地) 

2000年度 

2 
500～

700WG 
3a 

14 

21 

28 

0.06 

0.06 

0.07 

0.06 

0.04 

0.05 

0.02 

0.02 

0.03 

0.02* 

0.01* 

0.01 

0.06 

0.07 

0.11 

0.04* 

0.04* 

0.05 

0.11* 

0.09* 

0.11 

なし 

(果実) 

(露地) 

2003年度 

2 175WG 2 

14 

28 

42 

56 

0.05 

0.05 

0.01 

<0.01 

0.03* 

0.03 

0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01* 

<0.01 

<0.01 

0.05 

0.07 

0.05 

0.07 

0.04* 

0.05 

0.04 

0.04 

0.07* 

0.09* 

0.06* 

0.06* 

もも 

(果肉) 

(露地) 

2000年度 

2 350WG 3a 

14 

21 

28 

0.63 

0.29 

0.31 

0.39 

0.24 

0.23 

0.15 

0.12 

0.13 

0.09 

0.09 

0.09 

0.06 

0.07 

0.07 

0.05 

0.06 

0.06 

0.53 

0.39 

0.37 

もも 

(果肉) 

(露地) 

2003年度 

2 250WG 2 

12-14 

27-28 

20-42 

0.20 

0.15 

0.10 

0.17 

0.11 

0.10 

0.02 

0.04 

0.03 

0.02 

0.03 

0.03 

0.02 

0.05 

0.02 

0.02* 

0.03* 

0.02* 

0.21* 

0.16* 

0.14* 

もも 

(果皮) 

(露地) 

2000年度 

2 350WG 3a 

14 

21 

28 

1.42 

0.68 

0.66 

0.98 

0.56 

0.48 

0.33 

0.24 

0.30 

0.23 

0.19 

0.21 

0.19 

0.32 

0.26 

0.14 

0.21 

0.17 

1.34 

0.97 

0.86 

もも 

(果皮) 

(露地) 

2003年度 

2 250WG 2 

14 

27-28 

20-42 

0.65 

0.35 

0.25 

0.58 

0.27 

0.21 

0.06 

0.07 

0.07 

0.05 

0.06 

0.07 

0.06 

0.13 

0.08 

0.04* 

0.07* 

0.06 

0.67* 

0.39* 

0.33 

ネクタリン 

(果実) 

(露地) 

2006年度 

2 150WG 2 

7 

14 

21 

28 

0.31 

0.15 

0.12 

0.09 

0.22 

0.14 

0.10 

0.09 

0.07 

0.05 

0.06 

0.06 

0.05 

0.05 

0.05 

0.05 

0.05 

0.07 

0.06 

0.07 

0.04 

0.04 

0.05 

0.07 

0.31 

0.23 

0.20 

0.20 

すもも 

(果実) 

(露地) 

2006年度 

2 250WG 2 

7 

14 

21 

28 

0.05 

0.03 

0.04 

0.03 

0.03* 

0.02* 

0.03 

0.02 

<0.01 

<0.01 

0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01 

0.01 

0.02 

0.04 

0.05 

0.07 

0.02* 

0.03 

0.04 

0.04 

0.06* 

0.06* 

0.08 

0.07 



63 

作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

うめ 

(果実) 

(露地) 

2001、2003年度 

4 

4 

2 

2 

2 

125～

250WG 
2 

7 

14 

21 

28 

42 

0.44 

0.27 

0.36 

0.20 

0.09 

0.31 

0.19 

0.25 

0.14 

0.08 

0.06 

0.06 

0.09 

0.08 

0.06 

0.03 

0.04 

0.07 

0.04 

0.04 

0.34 

0.35 

0.47 

0.26 

0.07 

0.14 

0.20 

0.36 

0.19 

0.09 

0.48 

0.43 

0.67 

0.36 

0.20 

おうとう 

(果実) 

(施設) 

2007年度 

2 200WG 2 

1 

3 

7 

14 

21 

0.88 

0.53 

0.67 

0.47 

0.30 

0.74 

0.48 

0.50 

0.30 

0.21 

0.02 

0.02 

0.03 

0.10 

0.10 

0.02 

0.02 

0.03 

0.08 

0.09 

0.02 

0.02 

0.05 

0.08 

0.08 

0.02* 

0.02* 

0.04 

0.05 

0.06 

0.78* 

0.52* 

0.57 

0.43 

0.36 

いちご 

(果実) 

(露地) 

2001年度 

2 
100～

125WG 
2 

1 

3 

7 

0.37 

0.46 

0.25 

0.23 

0.22 

0.15 

0.02 

0.03 

0.04 

0.02 

0.02 

0.04 

0.05 

0.08 

0.12 

0.05 

0.06 

0.08 

0.29 

0.30 

0.27 

ぶどう 

(果実) 

(施設) 

2003、2015年度 

4 
325～

333WG 
2 

14 

21 

28 

35 

42 

49 

56 

1.08 

0.70 

0.78 

0.53 

0.57 

0.67 

0.54 

0.91 

0.69 

0.67 

0.47 

0.49 

0.50 

0.38 

0.47 

0.70 

0.93 

0.80 

1.27 

1.36 

1.32 

0.29 

0.47 

0.52 

0.55 

0.61 

0.90 

0.74 

0.30 

0.37 

0.43 

0.37 

0.60 

0.59 

0.58 

0.17 

0.24 

0.28 

0.25 

0.32 

0.43 

0.30 

1.37 

1.40 

1.46 

1.32 

1.42 

1.82 

1.42 

かき 

(果実) 

(露地) 

2011、2015年度 

6 
200～

236WG 
2 

7 a 

14 

21 

28 

42 

56 

57 

0.12 

0.09 

0.08 

0.04 

0.03 

0.01 

<0.01 

0.09 

0.06 

0.70 

0.03 

0.02* 

0.01* 

<0.01 

0.01 

0.02 

0.03 

0.06 

0.07 

0.06 

0.09 

0.01* 

0.01* 

0.02 

0.03* 

0.04 

0.05 

0.09 

0.08 

0.14 

0.18 

0.24 

0.16 

0.12 

0.11 

0.05 

0.08 

0.10 

0.13 

0.10 

0.07 

0.11 

0.15* 

0.15* 

0.16 

0.19* 

0.16* 

0.13* 

0.21* 

茶 

(荒茶) 

(露地) 

2001年度 

2 200WG 1 

7 

14 

21 

22.7 

7.77 

2.67 

17.9 

6.08 

1.82 

3.05 

2.36 

1.54 

2.23 

2.05 

1.16 

0.42 

0.28 

0.19 

0.30 

0.23 

0.14 

20.4 

8.35 

3.15 

茶 

(浸出液) 

(露地) 

2001年度 

2 200WG 1 

7 

14 

21 

18.2 

6.98 

2.18 

16.3 

6.56 

1.84 

2.84 

2.30 

1.34 

2.16 

2.14 

1.13 

0.30 

0.23 

0.17 

0.24 

0.21 

0.12 

18.7 

8.95 

3.10 

みかん 

(果皮) 

(施設) 

2008～2010年度 

5 

6 

5 

5 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

500～ 

700WG 
2 

3a 

7 

14 

21 

28 

35 

42 

56 

60 

90 

120 

3.70 

4.34 

2.32 

2.38 

1.26 

1.06 

0.93 

0.43 

0.61 

0.09 

0.03 

2.11 

1.89 

1.55 

1.32 

1.04 

0.90 

0.47 

0.27 

0.34 

0.05 

0.03* 

0.08 

0.13 

0.17 

0.18 

0.36 

0.36 

0.34 

0.28 

0.22 

0.21 

0.14 

0.06 

0.08* 

0.12 

0.14 

0.23 

0.25 

0.18 

0.16 

0.18 

0.18 

0.14 

0.16 

0.16 

0.22 

0.23 

0.25 

0.24 

0.23 

0.18 

0.12 

0.07 

0.06 

0.11 

0.12 

0.18 

0.19 

0.19 

0.18 

0.14 

0.11 

0.11 

0.06 

0.05 

2.27 

2.08* 

1.86 

1.65 

1.45 

1.33 

0.78 

0.54 

0.62 

0.29 

0.21* 



64 

作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物E 合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 平均値 

しそ 

(葉) 

(施設) 

2008年度 

2 75WG 2 

3 

7 

14 

6.05 

3.20 

0.48 

4.46 

2.78 

0.33 

0.47 

0.63 

0.25 

0.44 

0.58 

0.18 

0.18 

0.23 

0.16 

0.12 

0.13 

0.10 

5.02 

3.49 

0.61 

食用ミニバラ 

(花器) 

(施設) 

2016年度 

2 100WG 2 

3 

7 

14 

21 

30 

45 

0.98 

0.57 

0.14 

0.03 

0.02 

<0.01 

0.90 

0.47 

0.09 

0.02 

0.02* 

<0.01 

0.11 

0.12 

0.04 

0.02 

<0.01 

<0.01 

0.09 

0.10 

0.04 

0.02* 

<0.01 

<0.01 

0.28 

0.40 

0.47 

0.43 

0.54 

0.47 

0.23 

0.33 

0.45 

0.41 

0.45 

0.35 

1.21 

0.89 

0.57 

0.44* 

0.48* 

0.37 

 

作物名 

(分析部位) 

実施年度 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

代謝物D 

最高値 平均値 

てんさい 

(根部) 

(露地) 

2014年度 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

94～

100WG 
2 

14 

28 

42 

56 

70 

84 

98 

99 

100 

112 

113 

114 

126 

127 

128 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

みつば 

(可食部) 

(施設) 

2007年度 

2 150WG 2 

3 

7 

14 

0.06 

0.16 

0.12 

0.05 

0.12 

0.07 

WG：顆粒水和剤、G：粒剤、無印：くん煙剤 

・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は定量限界値を検出したものとして計算し、 
*印を付した。 

・全てのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均に<を付して記載した。 

・複数の試験機関で定量限界が異なる場合の最高値は、大きい値を示した（例えばA機関での残留値が 

0.006 mg/kgであり、B機関で<0.008 mg/kgの場合、「<0.008」と記載した。）。 

・農薬の使用回数又は使用時期（PHI）が登録又は申請された使用方法から逸脱している場合は、回数 

又はPHIにaを付した。 

・代謝物の値はフロニカミド換算値（換算係数；代謝物C：0.92、代謝物D：1.21、代謝物E：1.20） 
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＜別紙 4：作物残留試験成績（海外）＞ 

作物名 

(分析部位) 

実施年 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物D 代謝物E 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

ホップ 

(毬花) 

2003年度 

3 
97.4～ 

102DF 
3 

9～

11 
2.85 1.51 0.204 0.157 0.177 0.118 0.470 0.366 

ホップ 

(毬花) 

2014年度 

1 303SG 3 10 10.6 9.33 0.07 0.07   0.95 0.87 

ばれいしょ 

(塊茎) 

2001年度 

1 102 WG 3 

1b 

3b 

7 

14 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.06 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

0.06 

<0.01 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02 

0.02 

0.04 

0.04 

0.02 

0.02 

0.04 

0.03 

1 
103～ 

105 WG 
3 7 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 0.04 0.04 

1 
100～ 

103 WG 
3 7 <0.01 <0.01 0.02 0.02 <0.02 <0.02 0.02 0.02 

1 
101～ 

102 WG 
3 7 <0.01 <0.01 0.02 0.02 <0.02 <0.02 0.02 0.02 

1 
101～ 

104 WG 
3 7 <0.01 <0.01 0.01 0.01 <0.02 <0.02 0.02 0.02 

1 
102～ 

104 WG 
3 7 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 0.02 0.02 

1 
101～ 

104 WG 
3 7 0.020 <0.01 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 0.02 0.02 

1 102 WG 3 7 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.02 <0.02 0.06 0.06 

1 
100～ 

104 WG 
3 7 <0.01 <0.01 0.02 0.02 <0.02 <0.02 0.04 0.04 

1 
101～ 

108 WG 
3 7 <0.01 <0.01 0.02 0.02 <0.02 <0.02 0.04 0.04 

1 
102～ 

103 WG 
3 7 <0.01 <0.01 0.02 0.02 <0.02 <0.02 0.05 0.04 

1 
103～ 

104 WG 
3 7 <0.01 <0.01 0.02 0.02 <0.02 <0.02 0.05 0.04 

1 101 WG 3 7 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 0.05 0.04 

1 
100～ 

104 WG 
3 

1b 

3b 

7 

14 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

0.02 

0.02 

0.04 

0.04 

0.02 

0.02 

0.03 

0.03 

1 
100～ 

102 WG 
3 7 <0.01 <0.01 0.02 0.02 <0.02 <0.02 0.05 0.05 

1 102 WG 3 7 <0.01 <0.01 0.03 0.02 <0.02 <0.02 0.06 0.06 

ばれいしょ 

(果実) 

2001年度 

1 
102～ 

105 WG 
3 7 <0.01 <0.01 0.07 0.06 <0.02 <0.02 0.05 0.04 

だいこん 

(根部) 

2003年度 

1 
97～ 

103 WG 
3 2b 0.13 0.13 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 0.044 0.042 

1 99 WG 3 2b 0.25 0.21 0.066 0.056 <0.020 <0.020 0.088 0.078 

1 
100～ 

103 WG 
3 2b 0.80 0.75 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 0.045 0.034 



66 

作物名 

(分析部位) 

実施年 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物D 代謝物E 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

1 
95～ 

102 WG 
3 2b 0.12 0.10 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 0.030 0.030 

1 
100～ 

104 WG 
3 4 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 <0.020 0.024 0.022 

だいこん 

(葉部) 

2003年度 

1 
97～ 

103 WG 
3 2b 3.2 3.1 0.20 0.20 0.070 0.068 0.051 0.051 

1 99 WG 3 2b 8.8 8.5 0.71 0.79 0.48 0.47 0.18 0.16 

1 
100～ 

103 WG 
3 2b 6.2 5.7 0.36 0.34 0.35 0.30 0.22 0.17 

1 
95～ 

102 WG 
3 2b 5.6 5.4 0.12 0.12 0.10 0.10 <0.050 <0.050 

1 
100～ 

104 WG 
3 4 0.23 0.21 0.074 0.069 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 

キャベツ 

(可食部) 

2003年度 

1 
97～ 

102 WG 
3 0 0.066 0.062 0.034 0.032 <0.050 <0.050 0.009 0.009 

1 100 WG 3 0 0.217 0.205 0.055 0.053 <0.050 <0.050 0.020 0.019 

1 
99～ 

100 WG 
3 0 1.281 1.262 0.090 0.089 0.008 0.008 0.011 0.011 

1 100 WG 3 0 0.311 0.288 0.037 0.037 <0.050 <0.050 0.014 0.014 

1 
99～ 

103 WG 
3 0 0.025 0.016 0.130 0.127 <0.050 <0.050 0.075 0.074 

1 
100～ 

101 WG 
3 0 0.024 0.022 0.031 0.031 <0.050 <0.050 0.018 0.018 

ブロッコリー 

(可食部) 

2003年度 

1 100 WG 3 0 0.484 0.428 0.086 0.077 <0.050 <0.050 0.025 0.023 

1 
103～ 

108 WG 
3 

0 

1 

3 

7 

0.435 

0.525 

0.327 

0.186 

0.383 

0.432 

0.308 

0.178 

0.036 

0.048 

0.049 

0.062 

0.034 

0.045 

0.048 

0.060 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

0.011 

0.017 

0.021 

0.033 

0.010 

0.015 

0.018 

0.032 

1 
99～ 

100 WG 
3 0 0.493 0.462 0.161 0.144 0.008 0.007 0.018 0.018 

1 
101～ 

104 WG 
3 0 0.581 0.499 0.020 0.020 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 

1 
99～ 

103 WG 
3 0 0.268 0.250 0.028 0.024 <0.050 <0.050 0.013 0.012 

1 
99～ 

103 WG 
3 0 0.590 0.553 0.150 0.144 <0.050 <0.050 0.059 0.056 

からしな 

(可食部) 

2003年度 

1 
101～ 

103 WG 
3 0 6.945 6.873 0.911 0.907 0.047 0.047 0.411 0.411 

1 
97～ 

99 WG 
3 0 8.517 8.307 1.378 1.341 0.077 0.071 0.141 0.136 

1 100 WG 3 0 2.147 2.037 0.182 0.163 0.010 0.009 0.051 0.044 

1 
99～ 

102 WG 
3 0 4.260 3.965 0.440 0.401 0.049 0.046 0.207 0.184 

1 
100～ 

101 WG 
3 

0 

1 

3 

7 

2.605 

1.688 

1.283 

0.388 

2.209 

1.643 

1.136 

0.369 

0.477 

0.373 

0.438 

0.425 

0.418 

0.340 

0.417 

0.412 

0.035 

0.035 

0.044 

0.027 

0.031 

0.033 

0.040 

0.025 

0.080 

0.055 

0.059 

0.086 

0.070 

0.052 

0.057 

0.082 
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作物名 

(分析部位) 

実施年 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物D 代謝物E 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

からしな 

(可食部) 

2004年度 

1 
99～ 

100 WG 
3 0 4.468 4.401 0.460 0.448 <0.002 <0.002 0.077 0.040 

1 
99～ 

100 WG 
3 0 5.123 4.778 0.418 0.416 <0.002 <0.002 0.072 0.069 

1 99 WG 3 0 5.042 4.909 0.496 0.482 <0.002 <0.002 0.096 0.084 

にんじん 

(根部) 

2003年度 

1 
90～ 

103 WG 
3 7 <0.020 <0.020 0.064 0.060 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 

1 
99～ 

101 WG 
3 7 <0.020 <0.020 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 0.122 0.100 

1 
101～ 

103 WG 
3 

1b 

3 

6 

13 

0.024 

<0.020 

<0.020 

<0.020 

0.020 

<0.020 

<0.020 

<0.020 

<0.050 

0.054 

0.054 

0.070 

<0.050 

0.052 

0.052 

0.070 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

0.056 

0.080 

0.110 

0.112 

0.054 

0.071 

0.092 

0.106 

1 
99～ 

102 WG 
3 6 <0.020 <0.020 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 

1 
101～ 

106 WG 
3 7 <0.020 <0.020 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 0.052 0.051 

1 
101～ 

106 WG 
3 7 <0.020 <0.020 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 

1 
100～ 

104 WG 
3 

1b 

3 

6 

13 

<0.020 

<0.020 

<0.020 

<0.020 

<0.020 

<0.020 

<0.020 

<0.020 

0.050 

0.054 

0.054 

0.070 

0.050 

0.052 

0.052 

0.070 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

<0.050 

0.063 

0.050 

<0.050 

<0.050 

0.061 

0.050 

<0.050 

1 
96～ 

104 WG 
3 8 <0.020 <0.020 <0.050 <0.050 <0.050 <0.050 0.077 0.072 

トマト 

(果実) 

2001年度 

1 
102～ 

104 WG 
3 

0 

1 

3 

7 

0.02 

0.04 

0.03 

0.02 

0.02 

0.04 

0.03 

0.02 

<0.01 

0.01 

0.01 

<0.01 

<0.01 

0.01 

0.01 

<0.01 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

1 
101～ 

103 WG 
3 0 0.08 0.07 0.02 0.02 <0.02 <0.02 0.02 0.02 

1 
100～ 

102 WG 
3 0 0.05 0.05 0.01 0.01 <0.02 <0.02 0.02 0.02 

1 102 WG 3 0 0.11 0.10 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

1 
101～ 

103 WG 
3 0 0.06 0.06 0.01 0.01 <0.02 <0.02 0.02 0.02 

1 
102～ 

103 WG 
3 0 0.09 0.08 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

1 
99～ 

103 WG 
3 0 0.09 0.08 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

1 
100～ 

104 WG 
3 0 0.09 0.09 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

1 
102～ 

103 WG 
3 0 0.15 0.14 0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

1 
100～ 

103 WG 
3 0 0.24 0.22 0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

1 
100～ 

105 WG 
3 0 0.09 0.08 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 
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作物名 

(分析部位) 

実施年 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物D 代謝物E 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

1 
102～ 

103 WG 
3 0 0.27 0.23 0.01 0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

ピーマン 

(果実) 

2001年度 

1 101 WG 3 0 0.06 0.06 0.03 0.03 <0.02 <0.02 0.08 0.08 

1 
99～ 

103 WG 
3 0 0.06 0.06 0.03 0.03 <0.02 <0.02 0.08 0.08 

1 
101～ 

102 WG 
3 0 0.06 0.06 0.04 0.04 <0.02 <0.02 0.10 0.08 

1 
99～ 

101 WG 
3 

0 

1 

3 

7 

0.06 

0.12 

0.11 

0.05 

0.06 

0.12 

0.10 

0.05 

0.06 

0.07 

0.11 

0.14 

0.05 

0.06 

0.10 

0.14 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

0.05 

0.05 

0.06 

0.08 

0.04 

0.05 

0.06 

0.07 

1 
102～ 

103 WG 
3 0 0.11 0.10 0.04 0.04 <0.02 <0.02 0.06 0.06 

1 
100～ 

102 WG 
3 0 0.11 0.11 0.04 0.04 <0.02 <0.02 0.05 0.05 

とうがらし 

(果実) 

2001年度 

1 
100～ 

102 WG 
3 0 0.22 0.22 0.04 0.04 <0.02 <0.02 0.04 0.04 

1 
102～ 

103 WG 
3 0 0.22 0.21 0.04 0.04 <0.02 <0.02 0.04 0.04 

1 
103～ 

104 WG 
3 0 0.21 0.20 0.04 0.04 <0.02 <0.02 0.04 0.04 

とうがらし 

(果実) 

2003年度 

1 (不明) 3 

1b 

3 

5 

7 

0.50 

0.42 

0.41 

0.35 

0.46 

0.40 

0.38 

0.31 

0.15 

0.17 

0.16 

0.14 

0.14 

0.17 

0.15 

0.12 

  

0.12 

0.11 

0.11 

0.10 

0.10 

0.10 

0.11 

0.09 

きゅうり 

(果実) 

2003年度 

1 (不明) 3 

1b 

3 

5 

7 

0.67 

0.42 

0.33 

0.17 

0.56 

0.38 

0.31 

0.14 

0.25 

0.21 

0.23 

0.26 

0.21 

0.18 

0.22 

0.23 

  

0.16 

0.27 

0.13 

0.28 

0.11 

0.22 

0.12 

0.21 

バナナ 

（果実） 

2010年度 

2 

10.0% 
WG 

1,000～ 

1,500倍 

3 

フロニカミド、代謝物C及びDの合量値 

0 

3 

6 

9 

12 

15 

18 

21 

0.633 

0.624 

0.796 

0.720 

0.691 

0.664 

0.660 

0.186 

アーモンド 

(仁) 

2011年度 

1 300SG 3 40 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.02 0.02 

1 300SG 3 

20b 

30b 

40 

50 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

  

0.02 

0.02 

0.03 

0.02 

0.02 

0.02 

0.02 

0.02 

1 307SG 3 39 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   <0.02 <0.02 

1 302SG 3 39 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   <0.02 <0.02 

1 306SG 3 42 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.04 0.04 

ピスタチオ 

(仁) 

2014年度 

1 305SG 3 40 0.04 0.04 0.07 0.07   0.07 0.07 

1 298SG 3 40 0.02 0.02 0.06 0.06   0.05 0.05 
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作物名 

(分析部位) 

実施年 

試 

験 

ほ 

場 

数 

使用量 

(g ai/ha) 

回 

数 

(回) 

PHI 

(日) 

残留値(mg/kg) 

フロニカミド 代謝物C 代謝物D 代謝物E 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

ペカン 

(仁) 

2011年度 

1 303SG 3 40 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   <0.02 <0.02 

1 305SG 3 39 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   <0.02 <0.02 

1 306SG 3 39 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   <0.02 <0.02 

1 302SG 3 20b <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   <0.02 <0.02 

1 306SG 3 39 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   <0.02 <0.02 

DF：ドライフロアブル、WG：顆粒水和剤、SG：水溶剤 

／：分析せず 

・PHI が登録された方法より短い場合、PHI に bを付した。 
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＜別紙 5：畜産物残留試験成績＞ 

①泌乳牛 

投与量 試料 

残留値(g/g) 

フロニ 

カミド 

代謝物 フロニカミド

+代謝物 D+E C D E J 

2.27 mg/kg

飼料相当 

乳汁 <0.005 <0.005 <0.01 <0.005 <0.005 <0.02 

筋肉 <0.0125 <0.0125 <0.025 <0.0125 <0.0125 <0.050 

肝臓§ 
① <0.0125 <0.0125 <0.025 <0.0125 <0.0125 <0.050 

② <0.005 <0.005 <0.01 <0.005 <0.005 <0.02 

腎臓§ 

① <0.0125 <0.0125 <0.025 <0.025 <0.0125 <0.0625 

② <0.005 <0.005 <0.01 
0.0156 

(0.0193) 
<0.005 

0.0306* 

(0.0343*) 

脂肪 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.015 

6.80 mg/kg

飼料相当 

乳汁 <0.005 <0.005 
0.0215 

(0.0301) 
<0.005 

<0.01 

(0.0101) 

0.0315* 

(0.0401) 

筋肉 <0.0125 <0.0125 
0.0271 

(0.0296) 
<0.0125 <0.0125 

0.0521* 

(0.0546*) 

肝臓§ 

① <0.0125 <0.0125 
0.0387 

(0.0417) 
<0.0125 <0.0125 

0.0637* 

(0.0667*) 

② <0.005 <0.005 
0.0149 

(0.0190) 
<0.005 

0.0104 

(0.0108) 

0.0249* 

(0.0290*) 

腎臓§ 

① <0.0125 <0.0125 
0.0312 

(0.0338) 

0.0434 

(0.0467) 
<0.0125 

0.0871* 

(0.0930*) 

② <0.005 <0.005 
0.0227 

(0.0249) 

0.0380 

(0.0414) 
<0.01 

0.0657* 

(0.0713*) 

脂肪 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.015 

22.7 mg/kg

飼料相当 

乳汁 <0.005 <0.01 
0.0793 

(0.0931) 
<0.01 

0.0151 

(0.0188) 

0.0943* 

(0.108) 

筋肉 <0.0125 <0.0125 
0.0884 

(0.105) 
<0.0125 <0.0125 

0.113 

(0.130) 

肝臓§ 

① <0.0125 <0.0125 
0.113 

(0.124) 
<0.0125 

0.0298 

(0.0346) 

0.138* 

(0.149*) 

② <0.005 <0.005 
0.0530 

(0.0565) 
<0.005 

0.0369 

(0.0508) 

0.0630* 

(0.0665*) 

腎臓§ 

① <0.0125 <0.025 
0.105 

(0.124) 

0.142 

(0.173) 

0.0251 

(0.0253) 

0.260* 

(0.310*) 

② <0.005 
0.0100 

(0.0101) 

0.0883 

(0.113) 

0.135 

(0.166) 

0.0270 

(0.0383) 

0.228* 

(0.284*) 

脂肪 <0.005 <0.005 
0.0149 

(0.0210) 
<0.005 <0.005 

0.0249* 

(0.0310*) 

上段：3 頭の平均値、下段（）：個体別最大値（乳汁は投与期間中の 3 頭の平均値の最大値） 
§：肝臓及び腎臓については、2 種類（①加水分解法、②溶媒抽出法）の分析が行われた。 

・検出限界は、乳汁、脂肪、肝臓②及び腎臓②：0.005 g/g、筋肉、肝臓①及び腎臓①：0.0125 g/g  

・定量限界は、乳汁、脂肪、肝臓②及び腎臓②：0.01 g/g、筋肉、肝臓①及び腎臓①：0.025 g/g 

・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は定量限界値を検出したものとして計算し、 

*印を付した。 

・代謝物の値はフロニカミド換算値（換算係数：代謝物 C：0.92、代謝物 D：1.21、代謝物 E：1.20、 

代謝物 J：1.11） 
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②産卵鶏 

投与量 試料 

残留値(g/g) 

フロニ 

カミド 

代謝物 フロニカミド

+代謝物 D+E C D E J 

0.233 mg/kg

飼料相当 

卵 <0.01 <0.01 

<0.01～ 

0.0115 

(0.0143) 

<0.01 <0.01 

<0.03～

0.0315* 

(0.0343*) 

筋肉 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.03 

肝臓 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.03 

脂肪 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.03 

2.33 mg/kg

飼料相当 

卵 <0.01 <0.01 

<0.01～ 

0.0985 

(0.124) 

<0.01 <0.01 
<0.03～0.119* 

(0.144*) 

筋肉 <0.01 <0.01 
0.0490 

(0.0615) 
<0.01 <0.01 

0.0690* 

(0.0815*) 

肝臓 <0.01 <0.01 
0.0538 

(0.0649) 
<0.01 <0.01 

0.0738* 

(0.0849*) 

脂肪 <0.01 <0.01 
0.0216 

(0.0311) 
<0.01 <0.01 

0.0416* 

(0.0511*) 

6.98 mg/kg

飼料相当 

卵 

<0.01～ 

0.0187 

(0.0201) 

<0.01 

0.0142～ 

0.321 

(0.370) 

<0.01 <0.01 

0.0342*～

0.350* 

(0.400*) 

筋肉 <0.01 <0.01 
0.168 

(0.187) 
<0.01 <0.01 

0.188* 

(0.207*) 

肝臓 <0.01 <0.01 
0.166 

(0.187) 
<0.01 <0.01 

0.186* 

(0.207*) 

脂肪 <0.01 <0.01 
0.0622 

(0.0796) 
<0.01 <0.01 

0.0822* 

(0.0996*) 

23.3 mg/kg

飼料相当 

卵 

<0.01～ 

0.0748 

(0.0926) 

<0.01 

<0.01～ 

1.12 

(1.21) 

<0.01 <0.01 
<0.03～1.20* 

(1.31*) 

筋肉 <0.01 <0.01 
0.654 

(0.718) 
<0.01 

0.0144 

(0.0155) 

0.674* 

(0.738*) 

肝臓 <0.01 <0.01 
0.688 

(0.786) 
<0.01 <0.01 

0.708* 

(0.806*) 

脂肪 <0.01 <0.01 
0.286 

(0.353) 
<0.01 <0.01 

0.306* 

(0.373*) 

上段：亜群（3～4 羽）の平均値、下段（）：亜群別の最大値で、卵は投与期間中の結果 

・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は定量限界値を検出したものとして計算し、 

*印を付した。 

・代謝物の値はフロニカミド換算値（換算係数：代謝物 C：0.92、代謝物 D：1.21、代謝物 E：1.20、 

代謝物 J：1.11） 
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＜別紙 6：推定摂取量＞ 

農畜産物名 
残留値

(mg/kg) 

国民平均 

(体重：55.1 kg) 

小児(1~6 歳) 

(体重：16.5kg) 

妊婦 

(体重：58.5 kg) 

高齢者(65 歳以上) 

(体重：56.1 kg) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

小麦 1.26 59.8 75.4  44.3 55.8  69.0 86.9  49.9 62.9  

とうもろこし 0.11 4.7 0.52  5.4 0.59  6.0 0.66  4.3 0.47  

大豆 1.31 39.0 51.1  20.4 26.7  31.3 41.0  46.1 60.4  

小豆類 2.01 2.4 4.82  0.8 1.61  0.8 1.61  3.9 7.84  

ばれいしょ 0.07 38.4 2.69  34.0 2.38  41.9 2.93  35.1 2.46  

さといも類 0.04 5.2 0.21  1.5 0.06  1.4 0.06  7.6 0.30  

やまいも 0.05 3.1 0.16  0.9 0.05  1.7 0.09  4.4 0.22  

こんにゃくいも 0.04 1.2 0.05  0.4 0.02  0.8 0.03  1.3 0.05  

てんさい 0.18 32.5 5.85  27.7 4.99  41.1 7.40  33.2 5.98  

だいこん類（根） 0.07 33.0 2.31  11.4 0.80  20.6 1.44  45.7 3.20  

だいこん類（葉） 1.69 1.7 2.87  0.6 1.01  3.1 5.24  2.8 4.73  

はくさい 0.43 17.7 7.61  5.1 2.19  16.6 7.14  21.6 9.29  

キャベツ 0.26 24.1 6.27  11.6 3.02  19.0 4.94  23.8 6.19  

カリフラワー 0.26 0.5 0.13  0.2 0.05  0.1 0.03  0.5 0.13  

ブロッコリー 1.34 5.2 6.97  3.3 4.42  5.5 7.37  5.7 7.64  

その他の 

あぶらな科野菜 
3.21 3.4 10.9  0.6 1.93  0.8 2.57  4.8 15.4  

ごぼう 0.06 3.9 0.23  1.6 0.10  3.9 0.23  4.6 0.28  

しゅんぎく 3.51 1.5 5.27  0.3 1.05  2.6 9.13  2.5 8.78  

レタス 6.97 9.6 66.9  4.4 30.7  11.4 79.5  9.2 64.1  

その他の 

きく科野菜 
0.88 1.5 1.32  0.1 0.09  0.6 0.53  2.6 2.29  

たまねぎ 0.05 31.2 1.56  22.6 1.13  35.3 1.77  27.8 1.39  

ねぎ 0.80 9.4 7.52  3.7 2.96  6.8 5.44  10.7 8.56  

アスパラガス 0.66 1.7 1.12  0.7 0.46  1.0 0.66  2.5 1.65  

パセリ 5.94 0.1 0.59  0.1 0.59  0.1 0.59  0.2 1.19  

みつば 2.15 0.4 0.86  0.1 0.22  0.1 0.22  0.5 1.08  

トマト 0.63 32.1 20.2  19.0 12.0  32.0 20.2  36.6 23.1  

ピーマン 0.90 4.8 4.32  2.2 1.98  7.6 6.84  4.9 4.41  

なす 0.90 12.0 10.8 2.1 1.89  10.0 9.00  17.1 15.4  

その他の 

なす科野菜 
1.65 1.1 1.82  0.1 0.17  1.2 1.98  1.2 1.98  

きゅうり 0.37 20.7 7.66  9.6 3.55  14.2 5.25  25.6 9.47  

かぼちゃ 0.19 9.3 1.77  3.7 0.70  7.9 1.50  13.0 2.47  

しろうり 0.30 0.5 0.15  0.1 0.03  0.1 0.03  0.9 0.27  

すいか 0.73 7.6 5.55  5.5 4.02  14.4 10.5 11.3 8.25  

メロン類果実 0.61 3.5 2.14  2.7 1.65  4.4 2.68  4.2 2.56  

その他の 

うり科野菜 
0.81 2.7 2.19  1.2 0.97  0.6 0.49  3.4 2.75  

ほうれんそう 3.24 12.8 41.5  5.9 19.1  14.2 46.0  17.4 56.4  

オクラ 3.35 1.4 4.69  1.1 3.69  1.4 4.69  1.7 5.70  

未成熟えんどう 0.82 1.6 1.31  0.5 0.41  0.2 0.16  2.4 1.97  

未成熟いんげん 1.06 2.4 2.54  1.1 1.17  0.1 0.11  3.2 3.39  
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農畜産物名 
残留値

(mg/kg) 

国民平均 

(体重：55.1 kg) 

小児(1~6 歳) 

(体重：16.5kg) 

妊婦 

(体重：58.5 kg) 

高齢者(65 歳以上) 

(体重：56.1 kg) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

ff 

(g/人/日) 

摂取量 

(g/人/日) 

えだまめ 1.57 1.7 2.67  1.0 1.57  0.6 0.94  2.7 4.24  

その他の野菜 1.54 13.4 20.6 6.3 9.70  10.1 15.6  14.1 21.7 

みかん 0.49 17.8 8.72  16.4 8.04  0.6 0.29  26.2 12.8  

なつみかんの 

果実全体 
0.29 1.3 0.38  0.7 0.20  4.8 1.39  2.1 0.61  

その他の 

かんきつ類果実 
1.12 5.9 6.61  2.7 3.02  2.5 2.80  9.5 10.6  

りんご 0.15 24.2 3.63  30.9 4.64  18.8 2.82  32.4 4.86  

日本なし 0.11 6.4 0.70  3.4 0.37  9.1 1.00  7.8 0.86  

もも 0.53 3.4 1.80  3.7 1.96  5.3 2.81  4.4 2.33  

ネクタリン 0.31 0.1 0.03  0.1 0.03  0.1 0.03  0.1 0.03  

すもも 0.08 1.1 0.09  0.7 0.06  0.6 0.05  1.1 0.09  

うめ 0.67 1.4 0.94  0.3 0.20  0.6 0.40  1.8 1.21  

おうとう 0.78 0.4 0.31  0.7 0.55  0.1 0.08  0.3 0.23  

いちご 0.30 5.4 1.62  7.8 2.34  5.2 1.56  5.9 1.77  

ぶどう 1.82 8.7 15.8  8.2 14.9  20.2 36.8  9.0 16.4  

かき 0.21 9.9 2.08  1.7 0.36  3.9 0.82  18.2 3.82  

茶 18.7 6.6 123 1.0 18.7 3.7 69.2  9.4 176  

その他の 

スパイス 
2.08 0.1 0.21  0.1 0.21  0.1 0.21  0.2 0.42  

その他のハーブ 5.02 0.9 4.52  0.3 1.51  0.1 0.50  1.4 7.03  

陸棲哺乳類の 

肉類 
0.0521 57.7 3.01  43.1 2.25  64.4 3.36  41.0 2.14  

陸棲哺乳類の 

食用部分 

（肉類を除く） 

0.0871 1.4 0.12  0.8 0.07  4.8 0.42  0.9 0.08  

乳 0.0315 264.1 8.32  332.0 10.5  364.6 11.5  216.0 6.80  

家きんの肉類 0.188 21.4 4.02  15.3 2.88  22.7 4.27  16.1 3.03  

家きんの卵類 0.350 41.6 14.6 33.2 11.6 48.2 16.9 38.0 13.3 

合計  594  290  550  705 

・作物残留値は、登録又は申請されている使用時期・使用回数による各試験区のフロニカミド並びに代

謝物 C 及び E の合量の最大の平均残留値を用いた（参照 別紙 3）。 

・畜産物残留値は、飼料として利用される作物におけるフロニカミドの残留値を考慮して、泌乳牛の 6.80 

mg/kg飼料相当投与群及び産卵鶏の 6.98 mg/kg飼料相当投与群におけるフロニカミド並びに代謝物D

及び E の合量の平均残留値を用いた（参照 別紙 5）。 

・「ff」：平成17～19年の食品摂取頻度・摂取量調査（参照 128）の結果に基づく食品摂取量（g/人/日） 

・「摂取量」：残留値及び農畜産物摂取量から求めた農産物ではフロニカミド並びに代謝物 C 及び E の

合計、畜産物ではフロカミド並びに代謝物 D 及び E の推定摂取量（μg/人/日） 

・『小豆類』については、あずき、いんげんまめのうち残留値の高いあずきの値を用いた。 

・『その他あぶらな科野菜』については、みずな、のざわな、こまつな、なばな、オータムポエムのう

ち残留値の高いオータムポエムの値を用いた。 

・『レタス』については、レタス、リーフレタス、サラダ菜のうち残留値の高いリーフレタスの値を用

いた。 

・『その他のきく科野菜』については、食用ぎく、きく（葉）、すいぜんじなのうち残留値の高いすい
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ぜんじなの値を用いた。 

・『その他のなす科野菜』については、ししとうの値を用いた。 

・『かぼちゃ』については、ズッキーニの値を用いた。 

・『その他のうり科野菜』については、漬物用メロン、にがうりのうち残留値の高い漬物用メロンの値

を用いた。 

・『その他の野菜』については、れんこん、くわい（塊茎）、やまのいも（むかご）、おかひじきのう

ち残留値の高いおかひじきの値を用いた。 

・『その他のかんきつ』については、すだち、かぼすのうち残留値の高いすだちの値を用いた。 

・『その他のスパイス』については、みかん（果皮）の値を用いた。 

・『その他のハーブ』については、しそ（葉）、食用ミニバラのうち残留値の高いしそ（葉）の値を用

いた。 

・『茶』については、浸出液の値を用いた。 

・『陸棲哺乳類の肉類』については、泌乳牛の筋肉の値を用いた。 

・『陸棲哺乳類の食用部分（肉類を除く）』については、泌乳牛の腎臓の値を用いた。 

・『家きんの肉類』については、産卵鶏の筋肉の値を用いた。 
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フロニカミドに係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）についての意見・

情報の募集結果について（案） 
 
１．実施期間 平成３１年２月６日～平成３１年３月７日 
 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 
 
３．提出状況 ２通  
 
 
４．頂いた意見・情報及びそれに対する食品安全委員会農薬専門調査会の回答 

頂いた意見・情報※ 食品安全委員会農薬専門調査会の回答 
【意見 1】 

許容摂取量等設定にあたり、安全係

数 100 で除しているので一見、安全の

ように見えるが、薄まっていても生き

物を殺すものであることに変わりな

い。残留農薬等は一切認めないのが国

民の健康を預かるもの基本的使命のは

ず。 
また許容量の基準となった数字はラ

ット、マウス、イヌ等の「ヒト」では

ない動物での実験からもたらされたも

の。そんな数字で使用を認められるべ

きではない。 
かといってヒトで実験をすべきとい

うつもりはないが、既に多量の農薬（平

成 25 年で 800 超）、添加物（平成 30
年 7 月で 455）、遺伝子組換え物質（平

成 31 年 1 月で食品等 320、添加物 40）
が認められている日本でヒトを使って

試験をしているのではないかと疑われ

る。 
他国での登録、使用状況を教えて欲

しい。諸外国ではこのような物質がど

んどん抑制されていく中で、日本の数

字が突出していることは、貴府でも

重々ご承知のことでしょうが。 
日本での残留農薬が認められている

最新の数字も教えて欲しい。 

【意見1について】 
食品安全委員会では、国民の健康の保

護が最も重要であるという基本的認識

の下、科学的知見に基づき客観的かつ中

立公正に、食品を介した農薬の摂取によ

る人の健康への影響について評価を行

っています。 
一日摂取許容量（ADI）及び急性参照

用量（ARfD）の設定では、各種毒性試

験で得られた無毒性量から、ヒトと毒性

試験に供した動物との種差及びヒトの

個人差を考慮した安全係数100を除して

決めています。 
食品安全委員会農薬専門調査会は、今

回設定したADI及びARfDに基づき適切

なリスク管理措置が実施されれば、本剤

の食品を介した安全性は担保されると

考えます。 
複合影響については、現段階では国際

的にも、評価手法として確立したものは

なく、基礎的な検討段階にあることか

ら、現段階では総合的な評価は困難であ

ると考えています。 
また、複数の農薬が同時に摂取された

場合の人への健康影響について、 
FAO/WHOでは、 
① 100倍の安全係数には、複数の化合物

の暴露を受けた場合に起こりうる相

参考 
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また 100 の安全係数で除しているか

ら（あるいは組み合わせが膨大になる）

との理由で各種残留農薬、添加物、遺伝

子組換え品目の複合影響を検証しない

のもリスクが高い。 

乗作用も考慮されている 
② 相互作用については、農薬だけでな

く人が暴露する可能性のある全ての

化合物についての問題であり、その

組み合わせは膨大となることから、

非常に低いレベルでしか存在しない

残留農薬の相互作用のみを特別の懸

念として取り上げる必要はない 
とされています。 
人体や環境への影響を踏まえた農薬

等の禁止に関するご意見については、農

林水産省、厚生労働省及び環境省へ情報

提供させていただきます。 
また、農薬の登録状況等の農薬取締法

に基づくリスク管理については農林水

産省、食品添加物、遺伝子組換え食品、

食品中の残留農薬等の食品衛生法に基

づくリスク管理については厚生労働省

にお問い合わせください。 
【意見 2－1】 

ADI を 0.073 mg/kg 体重/日とするこ

とに反対である。もっと低値にすべき

である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[理由] 
1、ラットの 2 年間慢性毒性/発がん性併

合試験試験での無毒性量 7.32 mg/kg
体重/日を根拠にしているが、EU の

EFSA では、ウサギの強制経口発生

毒性試験での無毒性量 2.5 mg/kg 体

重/日を根拠にし、ADI 0.025 mg/kg
体重/日としている。APVMA の評価

も EFSA と同じである。 
 

【意見2－1について】 
食品安全委員会農薬専門調査会は、各

試験で得られた無毒性量のうち最小値

であるラットを用いた2年間慢性毒性/
発がん性併合試験の7.32 mg/kg体重/日
を根拠として、安全係数100で除した

0.073 mg/kg体重/日をADIと設定しまし

た。 
食品安全委員会農薬専門調査会は、今

回設定したADIに基づくリスク管理措

置が適切に実施されれば、食品を介した

安全性は担保されるものと考えます。 
 
・理由1について 
 ウサギを用いた発生毒性試験［評価書

12.(3)］について、EFSA（欧州食品安

全機関）及びAPVMA（オーストラリア

農薬・動物用医薬品局）の評価では、7.5 
mg/kg体重/日投与群の胎児で認められ

た内臓異常を毒性所見とし、同試験を

ADIの設定根拠資料としています。 
食品安全委員会農薬専門調査会は、同

試験の胎児における内臓異常について、
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2、マウスを用いた発がん性試験におい

て、肺腫瘍の発生頻度増加が認めら

れている。発生機序は遺伝毒性メカ

ニズムとは考えられないとしている

が、他の発がん性物質との複合作用

やガン患者への影響を考えると、こ

のような農薬は、出来るだけその摂

取を減らすべきである。 
 
【意見 2－2】 

ARfD を一般で 3 mg/kg 体重。妊婦又

は妊娠している可能性のある女性で 1 
mg/kg 体重とすることに反対である。

もっと低値にすべきである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
[理由] 
1、一般区分では、ラットの単回強制経

口急性神経毒性試験の無毒性量 300 
mg/kg 体重根拠にし、妊婦区分では、

ラットの強制経口発生毒性試験の無

毒性量 100 mg/kg 体重/日を根拠にし

ているが、EU の EFSA では、ウサ

いずれの投与群においても統計学的有

意差が認められないことから毒性所見

とせず、同試験における無毒性量を、母

動物で7.5 mg/kg体重/日、胎児で本試験

の最高用量25 mg/kg体重/日と考えまし

た。 
 
・理由2について 

ヒトの個人差及び複合影響について

は、【意見1について】の回答のとおり

です。 
 
 
 
 
 

【意見2－2について】 
食品安全委員会農薬専門調査会は、フ

ロニカミドの単回経口投与等により生

ずる可能性のある毒性影響に対する無

毒性量のうち最小値は、ラットを用いた

発生毒性試験の胎児における100 mg/kg
体重/日であったので、これを安全係数

100で除した1 mg/kg体重を妊婦又は妊

娠している可能性のある女性に対する

ARfDと設定しました。また、一般の集

団に対するARfDは、ラットを用いた急

性神経毒性試験の無毒性量である300 
mg/kg体重を安全係数100で除した3 
mg/kg体重と設定しました。 

食品安全委員会農薬専門調査会は、今

回設定したARfDに基づくリスク管理措

置が適切に実施されれば、本剤の食品を

介した安全性は担保されると考えます。 
 

・理由1及び2について 
ウサギを用いた発生毒性試験［評価書

12.(3)］について、EFSAの評価では、

7.5 mg/kg体重/日投与群の胎児で認めら

れた内臓異常を毒性所見とし、同試験を

ARfDの設定根拠資料としています。 
同試験における無毒性量については、
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ギの強制経口発生毒性試験での無毒

性量 2.5 mg/kg 体重/日を根拠にし、

ARfD 0.025 mg/kg 体重/日としてい

る。 
2、食品安全委員会は、ウサギの発生毒

性試験での無毒性量は、母動物で 7.5 
mg/kg 体重/日、胎児で 25 mg/kg 体

重/日としているが、EFSA の試験で

は、2.5 mg/kg 体重/日であり、無毒

性量に 10 倍の違いがある。 
   
3、ラットの発生毒性試験では、胎仔に

頚肋骨の発現頻度増が認められてい

る。発達神経毒性や発達免疫毒性に

ついても、検討すべきである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【意見 2－3】 

フロニカミドの経気毒性試験がすく

ない。散布地周辺での、フロニカやフ

ロニカをを含む浮遊微粒子などの吸入

によるヒトの健康への影響を考慮すべ

きである。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【意見2－1について】の回答のとおりで

す。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・理由3について 

食品安全委員会では、リスク管理機関

である農林水産省が農薬登録申請時に

求めている「農薬の登録申請に係る試験

成績について（平成12年11月24日付け

12農産第8147号農林水産省農産園芸局

長通知）」（以下、「テストガイドライ

ン」という）に基づく試験成績を用いて、

食品健康影響評価を行っていますが、登

録申請時点では農林水産省が求める試

験成績の中に、発達神経毒性試験及び発

達免疫毒性試験は含まれていません。 
なお、胎児又は児動物への影響につい

ては、発生毒性試験、繁殖試験等が実施

されており、適切に評価されていると考

えます。 
 

【理由2－3について】 
食品安全委員会では、食品を介した農

薬の摂取によるヒトの健康への影響を

科学的知見に基づき客観的かつ中立公

正に評価しています。また、海外の評価

機関による評価書等も参照しつつ、原則

として農林水産省の定めたテストガイ

ドラインに沿って実施され、申請者から

提出された試験成績など、リスク管理機

関から提出された資料を用いて行って

います。 
いただいたご意見は、厚生労働省及び

農林水産省にお伝えします。 
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[理由] 
1、吸入毒性について、評価書では、未

公表のラットの急性吸入毒性試験し

か検討されていない。 
 
 

 
2、フロニカミド製剤のひとつウララ

DF 剤は、ウメのプラムポックスウイ

ルス（ppv）対策として、ウイルスを

媒介するとされるアブラムシ駆除に

用いられる。たとえば、東京都青梅

市では、感染予防として、公園、公

共施設、一般家庭にある梅等の宿主

樹木に、なかば、強制的に同剤を散

布しており、吸入による住民への影

響が懸念される。 
3、ガン発症者や妊婦が吸入した場合の

リスクが評価がなされていない。 

・理由1について 
吸入毒性試験について、今回リスク管

理機関から提出された試験成績の中に、

ラットを用いた急性吸入毒性試験

［8.(1)］以外の試験成績はありませんで

した。 
 

・理由2及び3について 
いただいた農薬使用によるその周辺

への影響に関する御意見は、厚生労働

省、農林水産省及び環境省に情報提供い

たします。 

※頂いたものをそのまま掲載しています。 
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